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この度はお買い上げ頂き、 ありがと うございます。 貴方を
ド ゥカテ ィス トの仲間として迎えれることは、 私達にとっ
て何よりもの喜びです。 この新しいバイクでは日常的に利
用されるだけではな く、 ロングツーリングも楽しまれるこ
と と思います。 Ducati モーターホールディング社は、 その
ライディングが常に快適で楽しいものであるよう願ってい
ます。
私達は、 常にアフターサービスの改善に努めていますが、
その努力の一環として、 お客様にこのマニュアルに記載さ
れた正しい使用方法、 特に慣らし運転の項を順守していた
だ く ようお願い致します。 そうすることにより、 Ducati は
あなたの要求にいつでも応え、 最高のライディングがいつ
も楽しめることでし ょ う。
修理作業や適切なアドバイスが必要な場合は、 Ducati オ
フ ィシャルディーラーにご連絡下さい。
誰よりも Ducati を熟知したエキスパート達が、 いつも万全
の体制でお客様のご要望にお応え致します。
楽しいライディングを！

参考
Ducati モーターホールディング社は、 本マニュアルの

編集過程での誤りに対し、 いかなる責任も負う ものではあ
りません。 ここに記載された情報は、 印刷時点において最
新のものです。 Ducati モーターホールディ ング社は、 製品
を改良、 発展させてい くために必要とされる、 あらゆる変
更を行う権利を保有します。
安全のため、 そして保証を有効にするため、 また Ducati
モーターサイクルの信頼性、 価値を保証するため、 Ducati
オリジナルパーツのみをご使用下さい。

警告
本マニュアルは車両の一部とみなされ、 車両を売却す

る際には、 常に新しい所有者に渡さなければなりません。
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はじめに

保証について
あなた自身のため、 また製品の信頼性を保証するために、
特に専門的技術が要求される整備作業は、 Ducati オフ ィ
シャルディーラーまたはサービスセンターにご依頼頂く よ
う強くお薦めします。
Ducati オフ ィシャルディーラーの熟練したスタ ッ フが、 ど
のような整備作業にも対応できる適切な器具と、 完璧な互
換性、 円滑な作動、 ロングライフを保証する Ducati オリジ
ナルパーツのみを使用し、 最善のサービスを提供致します。

全ての Ducati モーターサイクルには保証書が付属していま
す。 車両を競技やそれに類する目的に使用する場合は保証
の対象外となります。 また保証期間中に、 車両の一部でも
Ducati オリジナルパーツでない物と交換したり、 改造した
り、 変更した場合、 本社の保証は適用されません。

シンボルマーク
このバイクについてより良く理解するため、 当マニュアル
をよ くお読み下さい。 車両について、 不明な点、 さらに詳
し くお知りになりたい点がある場合は、 ご購入先のオフ ィ
シャルディーラーにお問い合わせ下さい。 当マニュアルに
記載された情報は、 あなたの走行にきっと役立つことで
し ょ う。 Ducati モーターホールディ ング社は、 快適で楽し
い走行を願いつつ、 長期にわたってあなたの車両性能が保
たれるようお手伝いしていきたいと思っております。
本マニュアルには注意事項として、 下記のシンボルマーク
が使用されています ：

警告
この説明を遵守しなかった場合、 重度の負傷および死

亡に至る危険性があります。

重要
車両ならびに車両構成部品に損傷を与える可能性があ

ります。

参考
作業上の追加注意事項。

文中の 「右」、 「左」 の表記は乗車位置から見た位置です。
7



JP
安全運転のための注意事項

警告
運転を開始する前によ く読んで下さい。

多くの事故は経験不足のために起こります。 運転時には運
転免許証を必ず所持しているかを確認して下さい。 免許証
は適した車種および有効期限内のものが必要です。
あなたの車両を未経験者および有効免許証を持っていない
ライダーに貸さないで下さい。
ライダー、 パッセンジャー共に常に適した服装、 およびヘ
ルメ ッ トの着用は義務となっています。
視界を制限したり、 操作の妨げになるアクセサリーなどが
ない。 適切なライディングウエアを着用して下さい。
屋内では絶対にエンジンを始動したり、 作動させたり しな
いで下さい。 排気ガスは有毒ですので、 短時間で意識を
失ったり、 さらには死亡にまで至る危険性があります。
ライダー、 パッセンジャー共に、 走行中は足をフッ ト レス
トに乗せておいて下さい。
急な方向変更や路面状態の違いに対応できるよう、 ライ
ダーは常に両手でハンドルを保持し、 パッセンジャーは
パッセンジャーシートにあるハンドルを常に持っていなけ
ればなりません。
走行地域の道路交通法、 法律等を遵守して下さい。
常に指示された速度制限を厳守するとともに、 視界や道路
条件、 混雑の割合に合わせて、 常に速度を調整して下さい。
レーンチェンジする時や曲がる時には、 常に適切にターン
インジケーターを使用し、 早めに合図をして下さい。
良好な視界を保ち、 前方車両の” 死角” に入らないよう走
行して下さい。

交差点や、 私有地の出口に近い場所、 駐車場、 高速道路へ
の進入路等を走行する際は充分に注意して下さい。
給油の際は常にエンジンを停止し、 給油時にエンジンやエ
キゾース トパイプにガソリンがこぼれないように注意して
下さい。
給油時は絶対に喫煙しないで下さい。
給油の際に、 人体に有毒な気化ガソリンを吸い込む可能性
があります。 も しガソリンが皮膚や衣服に付着した場合は、
直ちに石鹸と水で洗浄し、 衣服を取り替えて下さい。
車両から離れる場合は、 必ずキーを抜いて下さい。
エンジン、 エキゾース トパイプ、 サイレンサーはエンジン
停止後も長時間高温を保ちます。

警告
エキゾーストシステムは、 エンジンを止めた後も熱い

場合があります。 エキゾース トシステムボディには手を触
れないよう充分注意し、 車両を木材、 木の葉などの可燃物
のそばに駐車しないようにして下さい。

車両は人や物がぶつからないような場所にサイ ドスタンド
を使用して停車して下さい。
平面でないところや柔らかい地面、 および車両が倒れる可
能性がある場所には絶対に停車しないで下さい。
8
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最大積載時の運転
このバイクは最大積載時でも長距離を安全に走行できるよ
うに設計されています。
重量をバランス良く配分することは、 通常の安全走行に必
要な注意事項です。 凸凹道を走行したり、 急な進路変更を
必要とする際のト ラブルを避けるために、 とても重要です。

積載容量について
走行時の車両総重量は 
ライダー、 パッセンジャー、 荷物、 オプシ ョ ンパーツの重
量の合計で
390 Kg

積み荷は車両の中心に近く、 できる限り低い位置に配置す
るよう努めて下さい。
バッグなどの荷物は車体にしっかり固定します。 確実に固
定されていない場合、 運転が不安定になる危険があります。
車両が不安定になりますので、 ステアリングヘッ ドやフロ
ン トマッ ドガード部に、 体積や重量のあるものを固定しな
いで下さい。
車両の可動部分の妨げになる恐れがありますのでフレーム
のすき間に絶対に物を挟まないで下さい。
タイヤが、 96 ページに定められた規定空気圧内の良いコン
ディシ ョ ンであることを確かめて下さい。
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識別データ
すべての Ducati モーターサイクルはフレームナンバー ( 図
1) とエンジンナンバー( 図 2) の 2 種類の番号で識別します。

参考
これらの番号は車両モデルを識別するもので、 部品を

注文する際にも必要です。

フレーム　N. 

エンジン 　N. 

図 2

図 1
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インストルメン トパネル (
ダッシュボード )

インス トルメン トパネル
1) LCD (13 ページ参照 )
2) タ コ メーター (rpm)
1 分間のエンジン回転数を表示します。
3) ニュート ラルランプ N ( 緑 )
ギアポジシ ョ ンがニュート ラルの時に点灯します。

4) リザーブ燃料警告灯  ( 琥珀色 )
燃料レベルがリザーブ状態になると点灯します。 約 2 リ ッ
トルになったときに点灯します。

5) ターンインジケーター表示灯  ( 緑 )

ターンインジケーターが ON の際に点滅します。

6) エンジンオイル圧警告灯 ( 赤 )
エンジンオイルのプレッシャーが低すぎる時に点灯します。 
イグニッシ ョ ンスイッチを ON にすると点灯し、 通常はエ
ンジン始動後数秒で消灯します。
エンジン温度が高い時に、 場合によって数秒間点灯するこ
とがありますが、 回転数が上がると消灯します。

重要
このランプ (6) が点灯続けている場合は、 エンジンに

重度の破損をもたらす恐れがあるので、 車両を使用しない
で下さい。

7) ハイビーム表示灯  ( 青 )
ハイビームが ON の時に点灯します。

8) " 車両 / エンジン診断 - EOBD" ランプ  ( 琥珀色 )
CPU からエンジンおよび / または車両エラー情報を受け
取った場合は連続点灯し、 エンジンブロック状態になる場
合もあります。

1

2

5 3 8 4 7 6

図 3
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9) リ ミ ッ ターランプ - OVER REV ( 赤 )
9B+9C ランプ ： リ ミ ッ ターに達する 400 rpm 前に固定点灯
します。
9A+9B+9C ランプ ： リ ミ ッ ターに達する 800rpm 前に固定点
灯します。
9A+9B+9C ランプ ： リ ミ ッ ターに達した時に点滅します。
10) ト ラクシ ョ ンコン ト ロール灯 ( 赤 )( 図 4)
10B+10C ランプ ： DTC 起動時、 エンジン トルクが少し低下
すると点灯します。
10A+10B+10C ランプ ： DTC 起動時、 エンジン トルクが大幅
に低下すると点灯します。
11)  コン ト ロールボタン ( 図 5)
インス トルメン トパネル "▲" 上の設定および表示に使用す
るボタン
12)  コン ト ロールボタン ( 図 5)
インス トルメン トパネル "▼" 上の設定および表示に使用す
るボタン。
13)  フラ ッシャーランプボタン FLASH ( 図 5)
このボタンは通常ハイビーム点滅機能に使用しますが、
LAP 機能およびインス トルメン トパネルの DDA コンパレー
ター用にも使用します。
14)  ターンインジケーター解除ボタン ( 図 5)
このボタンは通常ターンインジケーターの解除機能に使用
しますが、 インストルメン トパネルのリセッ ト / 決定機能
にも使用します。

10B 10A 10C 9B  9A  9C

図 4

11

13

12 14
図 5
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LCD の主な機能

警告
インストルメン トパネルでの操作は必ず車両が停止し

ている時に行なって下さい。 走行中にインストルメン トパ
ネルの操作は絶対に行わないで下さい。

1) スピード メーター 
走行速度を表示します。
2) オド メーター
総走行距離を示します。
3) ト リ ップメーター
リセッ ト後の走行距離を表示します (TRIP)。
4) フューエルト リ ップメーター
リザーブに入ってからの走行距離を示します。
5) 時計
6) ラ ップタイム
7) エンジン回転数表示 (RPM)
8) ラ ップタイムの記録、 最大 RPM(LAP) およびリ ミ ッ ター

のステータス ( 到達時 )。
9) バッテリーテンシ ョ ン表示 (BATT)
10) 外気温度表示 。
11) クーラン ト温度表示 。
エンジンクーラン ト温度を表示します。

重要
温度が最高に達した時は車両を使用しないで下さい。

エンジンを傷める可能性があります。

5 8 2 3 4 5 1

7 10 9 11

図 6
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12) メンテナンス時期表示。
定期メンテナンス時期であることをインジケーターが点灯
して知らせます。
Ducati デ ィーラーまたはサービスセンターにてメンテナン
スを受けた後、 ディスプレイ上の表示がリセッ ト されます。
13) LAP 機能
LAP 機能が起動していることを示します。
14) DDA 機能
DDA 機能が起動していることを示します。
15) ト ラクシ ョ ンコン ト ロール (DTC) 。
DTC コン ト ロールユニッ トが起動していることを示しま
す。

重要
インストルメン トパネルによってインジェクシ ョ ン /

イグニッシ ョ ンシステムの診断を行いますが、 この機能 ( 技
術者のみの機能 ) に間違って入ってしまった場合は、 絶対
に使用せず、 キーを OFF にして く ださい。 問題がある場合
は、 必要な点検作業を行うため、 ディーラーまたは Ducati
サービスセンターにご連絡下さい。

14 13 15 12

図 7
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LCD －パラ メーター設定 / 表示
イグニッシ ョ ンキーを OFF から ON にすると、 インス トル
メン トパネルは LCD 上の全ての計器を 1 秒間起動し、 ラン
プ類を順番に点灯します。 OFF

CHECK 1

図 8
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その後、 走行距離表示位置にモデルを表示する
" 通常表示 " に戻り、 走行距離表示位置には 2 秒間バー
ジ ョ ンを表示します (EU、 UK、 USA、 CND、 FRA、 JAP)。
モデル表示は 1 回 " スクロール "表示されます。

CHECK  2

RUN

図 9
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キーを ON にするとインス トルメン トパネルは以下の情報
を常に表示します ( ト ラクシ ョ ンコン ト ロール以外の既に
起動されている機能を OFF にします ) ：
オド メーター
スピード
エンジン回転数棒グラフ
エンジンクーラン ト温度棒グラフ

ボタン "▲"(1、 図 10) を使用し、 オド メーター (TOT) 機能
から以下の機能に移る事ができます ：
ト リ ップ (TRIP)
フューエルト リ ップ (FUEL TRIP)( 起動している時のみ )
時計
外気温 （T_AIR）
DTC ( 搭載機種でト ラクシ ョ ンコン ト ロール起動時 )
その後オド メーター (TOT) 機能に戻ります。

ボタン "▼"(2、 図 10) を押すと、 システムはメニューに入
り以下の機能を順に表示します ：
ERROR( 最低 1 つのエラーを検知している時のみ )
BATT
RPM
LIGHT SET
LAP (OFF または ON)
LAP MEM
DDA (OFF または ON)
ERASE DDA

DTC OFF/ON ( ト ラクシ ョ ンコン ト ロール搭載機種でのみ起
動 )
DTC SETUP (DTC 起動時にのみ起動 )
TIME SET
CODE ( 起動している時のみ )

重要
このメニューは車速が 20km/h 以下の場合にのみ有効

です。 この MENU モードに入っているときに車両のスピー
ドが時速 20 km/h を超えた場合は、 インス トルメン トパネ
ルはこのモードから自動的に初期表示に移ります。 どのよ
うな場合でも "▼" のボタン (2、 図 10) を 3 秒間押すと、 こ
のメニューを終了させることができます。

1

2
図 10
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総走行距離インジケーター " オド メー
ター "
この機能では総走行距離を表示します。
Key-On の状態で、 システムは自動的にこの機能に入りま
す。
数値は永久保存され、 ゼロクリアすることはできません。
数値が 99999 Km( または 99999 マイル ) を越えると、 表示
は "99999" のまま残ります。

図 11

EU、 CND、 FRA、 JAP バージ ョ ン

UK、 USA バージ ョ ン
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走行速度表示
この機能では走行速度を表示します。
インス トルメン トパネルは実際の速度 (km/h) 情報をコン ト
ロールユニッ トから受け取り、 8% 増大させたデータを表示
します。
表示可能最高速度は 299 km/h (186 mph) です。
299 Km/h (186 mph) 以上の場合、インストルメン トパネル上
" - - - "( 連続表示 ) が表示されます。

図 12

EU、 CND、 FRA、 JAP バージ ョ ン

UK、 USA バージ ョ ン
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エンジンクーラン ト温度表示
エンジンクーラン トに関する表示機能について記述します。

表示 ：
- 温度が +40 ℃以下の場合、 インストルメン トパネルには

" ステータス 2" と表示されます。
- 温度が +40 °C ～ +120 °C間の場合、 パネル上には温度

の上昇に伴い 3、 4、 5、 6、 7、 8、 の数字が表示されま
す。

- 温度が +120 ℃以上の場合、 インス トルメン トパネルに
は " ステータス 9" と印しが点滅表示されます。

- センサーエラーの場合には “ステータス 1” が点滅表示
されます。

図 13

ステータ
ス 2

ステータ
ス 3

ステータ
ス 4

ステータ
ス 5

ステータ
ス 6

ステータ
ス 7

ステータ
ス 8

ステータ
ス 9

ステータ
ス 1
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" ト リ ップ " メーター表示
この機能では部分的走行距離を表示します。
この機能が表示されている時にボタン (14、 図 5) を 3 秒間
押すと、 データはリセッ ト されます。
数値が 999.9 を超えると、 ト リ ップメーターはゼロクリア
されて、 自動的に再びゼロからカウン ト されます。

図 14

EU、 CND、 FRA、 JAP バージ ョ ン

UK、 USA バージ ョ ン
21



JP
リザーブタンクの走行距離インジケー
ター " 燃料ト リ ップメーター "
この機能はリザーブに入ってからの走行距離を表示します。
リザーブランプが点灯した時点で、 どの機能が表示されて
いる場合でも、 自動的にフューエルト リ ップ表示に変わり
ます。 
リザーブタンク使用の状態が続く場合は、 値は キーオフ後
も メモリに記憶されます。
車両がリザーブタンク使用の状態から脱した場合は、 自動
的にカウン トは終了します。
数値が 999.9 を超えると、 カウンターはゼロクリアされて、
自動的に再びゼロからカウン ト を開始します。

図 15

EU、 CND、 FRA、 JAP バージ ョ ン

UK、 USA バージ ョ ン
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時刻表示
この機能では時刻を表示します。
時刻は常に以下のように表示されます ：
AM 0:00 から 11:59
PM 12:00 から 11:59

バッテリーが中断された場合 (Batt-OFF)、 電源の確保およ
び次の Key-On 時に時計はリセッ ト され、 自動的に "0:00"
から再開します。

図 16
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外気温表示
この機能では外気温を表示します。 
表示の範囲 ： -39°C ～ +124°C
センサーエラー (FAULT) の場合 (-40°C、 +125°C または
電源 OFF) は "- - -" が固定表示され、 続けて車両 / エンジ
ン診断 -EOBD ランプが点灯し (8、 図 3)、 メニューの " エ
ラー " リス トに記録されます。

図 17

EU、 CND、 FRA、 JAP バージ ョ ン

UK、 USA バージ ョ ン

車両 / エンジン
診断

車両 / エンジン
診断
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メンテナンス時期表示
定期メンテナンスインジケーター
定期メンテナンス時期が来た事をインジケーター ( ) が点
灯して知らせます。
インス トルメン トパネルはメンテナンス表示を以下の走行
距離で表示します ：
オド メーターでの走行距離が 1000 Km を超えた時
オド メーターでの走行距離 12000 Km ごと
表示はリセッ ト されるまでインス トルメン トパネル上に連
続表示されます。
表示されたら、 ディーラー、 またはサービスセンターにご
連絡ください。

図 18

EU、 CND、
FRA、 JAP
バージ ョ ン

UK、 USA
バージ ョ ン

"MAINT"
の点灯

リセッ ト

リセッ ト

"MAINT"
の点灯

"MAINT"
の点灯

"MAINT"
の点灯
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バッテリーテンシ ョ ン表示 (BAT)
ここではバッテリーテンシ ョ ン表示機能を説明します。
機能を表示するには、 メニューから "BAT" ページを選択し
ます。
インス トルメン トパネルはバッテリーテンシ ョ ンに関する
情報を以下の順で表示します ： 
- データが 12.1 ～ 14.9 Volt 間の場合、 数値は固定表示され

ます。
- データが 10.0 ～ 12.0 Volt 間、 または 15.0 ～ 16.0 Volt 間

の場合、 数値が点滅表示されます。
- データが 9.9 Volt 以下の場合、 "LO" が点滅表示され、

" 車両 / エンジン診断 -EOBD" ランプ (8、 図 3) が点灯し
ます。

- データが 16.1 Volt 以上の場合、 "HI" が点滅表示され、
" 車両 / エンジン診断 -EOBD" ランプ (8、 図 3) が点灯し
ます。

図 19

ステータス 1

ステータス 2

ステータス 3

固定 固定

点滅 点滅

点滅 点滅
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エンジンのアイド リング調整 (RPM)
ここではアイ ド リング調整機能を説明します。
機能を表示するには、 メニューから "RPM" ページを選択し
ます。
インス トルメン トパネルでは rpm メーター以外に、 アイ ド
リング調整をより正確に行う為、 エンジン回転数 (rpm) を
数字で表示します。

図 20
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画面表示バックライ トの調整 (LIGHT SET)
この機能ではインス トルメン トパネル画面上の光の調整を
行います。
機能を使用するには、 メニューから "LIGHT SET" ページを
選択します。
このページに入った状態でリセッ トボタン (14、 図 5) を 3
秒押すと調整機能に入り、 以下のページが表示されます。
1 ページ - "LIGHT MAX" セッ トアップ :
このページでは、 バックライ トは一番明るい状態です。 ボ
タン (1、 図 10)"▲" を押すと、 2 ページ目に移ります。
2 ページ - “LIGHT MID” セッ ト アップ :
このページでは、 バックライ トは一番明るい状態から約 
30% 減少した明るさになります。 ボタン (1、 図 10)"▲" を押
すと、 3 ページ目に移ります。
3 ページ - "LIGHT MIN" セッ トアップ :
このページでは、 バックライ トは一番明るい状態から約 
70% 減少した明るさになります。 ボタン (1、 図 10)"▲" を押
すと、 1 ページ目に戻ります。

3 ページ中、 いずれかのページでリセッ トボタン (14、 図 5)
を 3 秒間押すと、 そのページの設定を記録した後、 最初の
" ライ トセッ ト (LIGHT SET)" 画面に戻ります。

バッテリーが中断された場合 (Batt-OFF)、 電源の確保およ
び次の Key-On 時に画面の光調整もリセッ ト され、 最大レ
ベルにセッ ト されます。

図 21

リセッ ト を 3 秒間押す。

リセッ ト を 3 秒間押す。"▲" を押す。

"▲" を押す。

"▲" を押す。

リセッ ト を 3 秒間押す。

リセッ ト を 3 秒間押す。
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ラ ップタイム表示 (LAP)
ここではラップタイム表示機能を説明します。
この機能を使用するには、 メニューに入り、 リセッ トボタ
ン (14、 図 5) を 3 秒押して "LAP" 機能を "On" にします。
クロノ メーターの START および STOP は左側スイッチにあ
るフラ ッシャーボタン (13、 図 5) を介して行います。
LAP 機能中フラッシャーボタンを押すたびに、 インストル
メン トパネル上に 10 秒間ラップタイムが表示され、 その後
通常表示に戻ります。
記憶可能な最大ラップタイム数は 30 です。
メモリーがフルの場合、 メモリーがリセッ ト されるまでは、
フラ ッシャーボタンを押すたびに、 ラ ップタイムを記録せ
ずにインストルメン トパネル上に 3秒間 "FULL" と点滅表
示されます。 

図 22

リセッ ト を 3 秒間押す。

リセッ ト を 3 秒間押す。
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LAP 機能をメニューを介して OFF にした場合、 そのラップ
は記録されません。
LAP 機能使用中に突然インス トルメン トパネルが OFF に
なった場合 ( キー OFF)、 LAP 機能は自動的に OFF になりま
す ( クロノ メーターが作動していても、 ラ ップタイムは記
録されません )。
ラ ップタイムの "STOP" 指示が出されなかった場合、 9 分
59 秒 99 の時点でクロノ メーターは 0 に戻り、 ス ト ップ指
示が出されるまでラップタイムを測定し続けます。
LAP 機能が ON にされ、 メモリーがリセッ ト されていない
が、 記録されているメモリーが 30 以下の場合 ( 例 ： 18 回記
録済み ) インス トルメン トパネルはメモリーが可能な残り
のラップ数を記録し続けます ( この例の場合は 12 回記録可
能 )。
この機能では、 ラ ップタイムの表示のみが設定されていま
す。 ラ ップメモリー機能のデータ全てを表示するため、 そ
の他のデータ ( 最大 RPM、 達した場合のリ ミ ッ ター ) も同
様に記録されます。 

図 23

LAP を押す (1 回目 )。

LAP を押す (2 回目 )。

LAP を押す (32 回目以降、 タイムリセッ ト時を除く )。

10 秒間表示

10 秒間表示

10 秒間表示
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記憶データの表示 (LAP メモリ )
LAP 機能で記録されたデータを表示します。 ラ ップタイム、
最大 RPM、 達した場合のリ ミ ッ ター
記録したタイムを表示するには、 メニューに入り、 "LAP 
MEM" ページを選択します。
メニューのこのページで、 リセッ トボタン (14、 図 5) を 3 
秒間押すと、 1 番目のラップタイムが表示されます。 インス
トルメン トパネルはラップ数とそのラップタイム、 エンジ
ン最高回転数が表示されます。
ボタン "▲"(1、 図 10) を押すことにより、 ラ ップナンバー 1
から順に 30 までのタイムを表示します。
記録されているタイムの表示中に、 リセッ トボタン (14、 図
5) を 3 秒間押し続けると、 記録されているタイムが全てク
リアされます。 この場合、 LAP 機能が作動していた場合は、
自動的に非作動になります。
メモリーにデータが記録されていない場合、 30 のラ ップタ
イムが "00.00.00" と表示されるクロノ メーター、 最大 rpm
＝ 0、 および最大瞬間速度＝ 0 と共に表示されます。
走行中、 記録したラップタイムを表示している間に、 エン
ジンが 2 つの既存リ ミ ッ ターのうちの 1 つに達した、 また
はリ ミ ッ ターに達した場合、 それぞれのランプも点灯しま
す (9、 図 3)。

図 24

リセッ ト を 3 秒間押す。

"▲" を押す (x 29 回目 )

"▲" を押す。

"▼" を
3 秒間押す。

"▲" を押す。

リセッ ト を 3 秒間押す。

"▼" を
3 秒間押す。

"▼" を
3 秒間押す。

"▼" を
3 秒間押す。
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DDA コンパレーター
この機能では DDA(Ducati Data Analyzer) コンパレーター (82
ページ参照 ) の起動を行います ： コンパレーターは車両の
配線に接続されていなければなりません。
このコンパレーターを使用するには、 メニューに入り、 リ
セッ トボタン (14、 図 5) を 3 秒押し、 "DDA" コンパレー
ターを "On" にします。
機能が起動していることはメニューから出た状態でも画面
上に DDA と小さ く表示されることによって判ります。
コンパレーターの rpm ソーターの START および STOP は左
側スイッチにあるフラ ッシャーボタン (13、 図 5) を介して
行います。
DDA 機能使用中、 突然インストルメン トパネルが OFF に
なった場合 ( キー OFF)、 機能は自動的に OFF になります。

参考
Ducati Data Analyzer (DDA) 所有者は Online サービスを

利用する事ができます (http://dda.prosa.com)。 このサービス
では、 DDA を正し く利用するために必要な情報などをデバ
イスから取得したデータ分析のためのソフ トウェアまで、
全て提供します。

警告
使用が終了したら DDA コンパレーターを主要配線か

ら外します。

図 25
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Erase DDA
この機能で DDA コンパレーター上に保存されたデータを消
去することができます。 コンパレーターは車両の配線に接
続されていなければなりません。
データを消去するにはメニューに入り、 "DDA ク リア "
ページを選択します。
リセッ トボタン (14、 図 5) を 3 秒間押すと、 DDA コンパ
レーターはデータを取得しな く なり、 インス トルメン トパ
ネルには 10 秒間 “WAIT...” と表示されます。 10 秒後、 “消
去 OK” の文字が 2秒間表示され、 DDA コンパレーターの
データが消去されたことを確認します。
リセッ トボタン (14、 図 5) を 3 秒間押し、 DDA コンパレー
ターがデータを獲得した場合、 コンパレーターのデータは
消去されず、 インス トルメン トパネル上には 2秒間 "FAIL"
と表示されます。 

図 26

リセッ ト を 3 秒間押す。

YES

NO

DDA=ON?

x 10 秒

x 3 秒

x 3 秒
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Ducati Traction Control システム / 起動機
能

警告
この機能は STREETFIGHTER S バージ ョ ンにのみ搭載

されています。
Ducati Traction Control システムの起動には DTC を押しま
す。 DTC

システムの目的

警告
DTC はライダーをアシストするシステムで、 一般道

走行時でもサーキッ ト利用時でも使用できます。

アシスト システムとは、 車両の運転がより確実に安心なもの
となるためのメ カニズムで、 ライダーの注意による正しい行
動を制限するものではなく 、 道路交通法の観点から言う 偶発
的に起こりう る間違いや、 外的要因による間違いに対するア
シスト をするためにのものです。 
この安全システムは事故予防のためのシステムです。 これら
の機能は車両の操縦を助け、 その管理を簡単で確実なものと
します。 車両が走行している路面状況や道路交通法など各種
規制範囲を超えた走行をするライダーを阻止するシステムで
はありません。

図 27
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システムの起動
システムは安全に停車している状態で設定起動します。
ト ラクシ ョ ンコン ト ロールユニッ ト を操作するにはまずメ
ニューに入り、 リセッ トボタン (14、 図 5) を 3 秒間押して
"DTC" 機能を "On" に設定します。 3 秒後 "DTC" と表示さ
れ、 DTC が起動したことを示します。 "DTC" 表示は通常画
面上だけでな く、 メニューページ内にも表示されます。

参考
システムの機能

システムは安全に停車している状態で作業をします。
DTC が起動される度にト ラクシ ョ ンコン ト ロールユニッ ト
は介入レベルを 8 に設定します。 その後介入レベルは、 “ト
ラクシ ョ ンコン ト ロール介入レベルの設定 (DTC SETUP)”
機能から変更する事ができます。
ト ラクシ ョ ンコン ト ロールユニッ ト を解除するにはメ
ニューに入り、 リセッ トボタン (14、 図 5) をも う一度 3秒
間押して "DTC" 機能を "OFF" に設定します。 3 秒後 "DTC"
と表示され、 DTC が解除されたことを示します。
Traction Control 起動中に突然車両が KEY OFF になった場
合、 機能は解除されず、 次に KEY ON にした際にもそのま
ま起動 (DTC On) した状態です。
突然バッテリーが中断された場合 (Batt-OFF) には機能は解
除され、 電源の確保および次の Key-On 時に DTC OFF の状
態です。

メンテナンス調整
システムの機能を調整するには製造元がプログラムしたメ
ンテナンスをよ く守って ください。
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DTC セッテ ィ ング機能 (Ducati Traction 
Control)

警告
この機能は STREETFIGHTER S バージ ョ ンにのみ搭載

されています。

この機能は DTC (Ducati Traction Control) コン ト ロールユ
ニッ ト レベルのセッテ ィ ングを可能にします。

Traction Control コン ト ロールユニッ ト をセッテ ィ ングする
には、 エンジン停止時にメニューに入り、 "Setup DTC"
ページを選択して下さい。 このページは Traction Control 
(DTC ON) コン ト ロールユニッ トが起動している時にメ
ニューに表示されます。
ディスプレイ左側には設定されたト ラクシ ョ ンコン ト ロー
ルの介入レベル (L.1…….L.8) が表示されます。 ト ラクシ ョ ン
コン ト ロールの介入レベルは 1から 8 まであり、 設定した
数字に合わせて増加します ( 次章参照 )
メニューのこのページではリセッ ト (14、 図 5) を 3 秒間押
すとセッテ ィ ング機能に移ります。

1 ページ : "LEVEL 1" と表示されます。
このレベルを記録したい場合は、 リセッ トボタン (14、 図 5)
を 3 秒間押します。 インス トルメン トパネルは自動的にこ
のページを終了し、 ディスプレイ中央に記録したレベルを
記載した状態の通常表示に戻ります。
次のレベルに変更する場合は、 ボタン (2、 図 10)"▼" を押
す必要があります。

図 28

リセッ ト を 3 秒間押す。

"▼" を押す。

"▼" を押す。

"▼" を押す。 "▲" を押す。

"▲" を押す。

"▲" を押す。 リセッ ト
を 3 秒間押す。

リセッ ト
を 3 秒間押す。

リセッ ト
を 3 秒間押す。

起動している
時のみ
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2 ページ : "LEVEL 2" と表示されます。
このレベルを記録したい場合は、 リセッ トボタン (14、 図 5)
を 3 秒間押します。 インス トルメン トパネルは自動的にこ
のページを終了し、 ディスプレイ右側に記録したレベルを
記載した状態の通常表示に戻ります。
次のレベルに変更する場合は、 ボタン (2、 図 10)"▼" を押
す必要があります。 前のレベルに戻る場合は、 ボタン (1、
図 10)"▲" を押す必要があります。

3 ページ : "LEVEL 3" と表示されます。
このレベルを記録したい場合は、 リセッ トボタン (14、 図 5)
を 3 秒間押します。 インス トルメン トパネルは自動的にこ
のページを終了し、 ディスプレイ右側に記録したレベルを
記載した状態の通常表示に戻ります。
次のレベルに変更する場合は、 ボタン (2、 図 10)"▼" を押
す必要があります。 前のレベルに戻る場合は、 ボタン (1、
図 10)"▲" を押す必要があります。

4 ページ : "LEVEL 4" と表示されます。
このレベルを記録したい場合は、 リセッ トボタン (14、 図 5)
を 3 秒間押します。 インス トルメン トパネルは自動的にこ
のページを終了し、 ディスプレイ右側に記録したレベルを
記載した状態の通常表示に戻ります。
次のレベルに変更する場合は、 ボタン (2、 図 10)"▼" を押
す必要があります。 前のレベルに戻る場合は、 ボタン (1、
図 10)"▲" を押す必要があります。

5 ページ : "LEVEL 5" と表示されます。
このレベルを記録したい場合は、 リセッ トボタン (14、 図 5)
を 3 秒間押します。 インス トルメン トパネルは自動的にこ
のページを終了し、 ディスプレイ右側に記録したレベルを
記載した状態の通常表示に戻ります。
次のレベルに変更する場合は、 ボタン (2、 図 10)"▼" を押
す必要があります。 前のレベルに戻る場合は、 ボタン (1、
図 10)"▲" を押す必要があります。

6 ページ : "LEVEL 6" と表示されます。 
このレベルを記録したい場合は、 リセッ トボタン (14、 図 5)
を 3 秒間押します。 インス トルメン トパネルは自動的にこ
のページを終了し、 ディスプレイ右側に記録したレベルを
記載した状態の通常表示に戻ります。
次のレベルに変更する場合は、 ボタン (2、 図 10)"▼" を押
す必要があります。 前のレベルに戻る場合は、 ボタン (1、
図 10)"▲" を押す必要があります。

7 ページ : "LEVEL 7" と表示されます。
このレベルを記録したい場合は、 リセッ トボタン (14、 図 5)
を 3 秒間押します。 インス トルメン トパネルは自動的にこ
のページを終了し、 ディスプレイ右側に記録したレベルを
記載した状態の通常表示に戻ります。
次のレベルに変更する場合は、 ボタン (2、 図 10)"▼" を押
す必要があります。 前のレベルに戻る場合は、 ボタン (1、
図 10)"▲" を押す必要があります。
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8 ページ : "LEVEL 8" と表示されます。
このレベルを記録したい場合は、 リセッ トボタン (14、 図 5)
を 3 秒間押します。 インス トルメン トパネルは自動的にこ
のページを終了し、 ディスプレイ右側に記録したレベルを
記載した状態の通常表示に戻ります。
次のレベルに変更する場合は、 ボタン (2、 図 10)"▼" を押
す必要があります。 前のレベルに戻る場合は、 ボタン (1、
図 10)"▲" を押す必要があります。

DTC が起動している場合、 セッテ ィ ングされた設定は
"SETUP DTC" ページから出ても、 TOT、 TRIP/TRIP Fuel (
起動時 )、 時計および T-AIR 表示の後に表示されます。

セッテ ィ ングされた設定は Key-Off 後も記録されます。

突然バッテリーが中断された場合 (Batt-OFF)、 機能は解除
され、 電源の確保および次の Key-On 時に DTC OFF となり
ます。 

レベルの選択に際しての注意事項

警告
あなたの車両の DTC システムの 8 レベル調整は、 車

両に搭載されているタイヤの種類 ( メーカー、 モデル、 サ
イズなどの特徴 ) によって決定されています。
標準装備のタイヤと異なったサイズのタイヤを使用する場
合、 システム機能の特徴を変更することができます。
標準装備のタイヤとモデルまたは / およびメーカーが違う
が、 サイズクラスが同じ ( リア＝ 190/55-17、 フロン ト＝
120/70-17) など、 少し違うだけのタイヤを使用する場合、 
システムの機能を最適化するには、 選択可能なレベルのう
ち、 より適切なレベルを選択することでカバーできるで
し ょ う。
サイズクラスの違う タイヤ、 またはサイズが少しだけ違う
タイヤを使用する場合、 システム機能は設定可能な 8 レベ
ルのどれでも納得するものにはならないでし ょ う。
この場合、 システムは解除する事をお勧めします。

レベル 8 を選択すると、 DTC コン ト ロールユニッ トはリア
タイヤのわずかなスピンにも対応します。 
レベル 8 とレベル 1の間には、 その他に 6 つのレベルが存
在します。 DTC の介入度はレベル 8 から 1 に向かい減少し
ます。
レベル 1、 2、 3 では DTC コン ト ロールユニッ トはリアタイ
ヤがスピンおよびスリ ップを許可します。 これらのレベル
はサーキッ ト内での使用および熟練者の使用時に設定する
事を推奨します。
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正しいレベルの選択は、 3 つの観点から行います ：

1) 安定性 ( タイヤのタイプ、 磨耗状態、 アスファルトの種
類、 気候など )

2) レイアウト / 行程 ( 同じような、 または全く異なったス
ピードでのカーブ )

3) ライディ ングスタイル ( より " 丸 く " または” 鋭く ")

定着の状態からのレベル選択
正しいレベルの選択はレイアウト / 行程中の定着状況に関
連します ( 後述のサーキッ トおよび一般道での使用時のア
ドバイス参照 )。

レイアウト タイプからのレベル選択
レイアウト / 行程に均等な速度で走行するカーブがある場
合、 カーブごとに満足できる介入レベルを見つけることは
とても簡単です。 その反対に、 よりゆるいカーブがある場
合、 より譲歩した介入レベルが必要です ( ゆるいカーブ時、
DTC はその他のカーブよりもより介入しよう と します )。

ライディ ングスタイルからのレベル選択
DTC は "丸 く " 操縦する人にはバイクを倒し、 " 鋭 く " 操
縦する人には車体を上げて、 カーブからより早く抜けれる
よう介入します。

サーキッ トでの使用時のアドバイス
タイヤを温める間の約 2 周は、 システムとの接触を良くす
るため、レベル 8 に設定して走行することをお勧めします。 
その後、 レベルを 7、 6、 と DTC の最適なレベルに達する
まで調整します ( タイヤを温めるため、 ひとつのレベルご
とに 2周する )。
1 つか 2 つのゆるいカーブ以外は納得のできるレベルの場
合、 違うレベルに設定しよう と調整するよりは、 ゆるい
カーブでのライディ ングスタイルを少し "鋭 く " し、 カー
ブ出口での車体角度をより早く上げて走行するとよいで
し ょ う。

一般道での使用時のアドバイス
DTC を起動した後、 レベル 8 を選択し、 好みのスタイルで
運転します。 DTC が介入しすぎると感じる場合は、 レベル
を 7、 6 と順番に落とし、 快適なレベルに達するまで調整し
て下さい。 
定着状況および / または行程の種類および / またはライ
ディ ングスタイルを変更し、 設定レベルでは納得がいかな
い場合は調整します ( 例 ： レベル 7 では DTC が介入しすぎ
ると感じる場合はレベル 6 に、 レベル 7 では全く DTC の介
入がないと感じる場合はレベル 8 に )。
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時計の調整機能
この機能では時刻を設定します。
時計を調整するには、 メニューに入り、 "TIME Set" ページ
を選択します。
このページに入った状態でリセッ トボタン (14、 図 5) を 3
秒押すと、 調整機能に入ります。
この機能に入ると最初に “AM” の表示が点滅します。 ボタ
ン "▲"(1、 図 10) を押すと、 PM が点滅表示します。 ボタン
"▲"(1、 図 10) を押すと、 ひとつ前のステップに戻ります
( 時間が 00:00 の場合は、 AM から PMへ移ると 12:00 が表示
されます )。
ボタン "▼"(2、 図 10) を押すと、 時間が点滅し始め、 時間
の設定に入ります。 ボタン (1、 図 10)"▲" を押すたびに、 1
時間進みます。 ボタン ( 図 10)"▲" を押し続けると、 1 秒に
つき 1 時間ずつ進みます ( ボタンを押し続けている間、 時
間表示は点滅しません )。
ボタン "▼"(2、 図 10) を押すと、 分が点滅し始め、 分の設
定に入ります。 ボタン (1、 図 10)"▲" を押すたびに、 1 分進
みます。 ボタン (1、 図 10)"▲" を押し続けると、 1 秒につき
1 分ずつ進みます。 ボタン (1、 図 10)"▲" を 5 秒以上押し続
けると、 100ms につき 1 分の割合で数字が増します ( ボタ
ン (1、 図 10)"▲" を押している間、 数字は点滅しません )。
ボタン (1、 図 10)"▲" を押すと時間設定機能が終了し、 設
定した時間が表示されます。

図 29

リセッ ト を 3 秒間押す。

"▼" を押す。

点滅

点滅

点滅

点滅

点滅

"▼" を押す。

"▼" を押す。

"▼" を押す。

"▲" を押す。

"▼" を押す。

"▲" を押す。

"▲" を押す。

"▲" を押す。

"▲" を押す。

"▼" を押す。

"▲" を押す。
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インス トルメン トパネルの診断

重要
インストルメン トパネルはキーオフから 60 秒後にシ

ステムの診断を行います。

車両に異常部分が見られた場合は、 表示されます。
エラー事項が複数ある場合は 3 秒ごとに表示が変わります。
以下は表示されるエラー一覧表です。

警告

ひとつでもエラーが表示された場合には、 必ず Ducati
ディーラーまたはサービスセンターにご連絡下さい。

ランプ エラーメ ッセージ エラー

TPS 1.1 スロッ トルポジシ ョ ンセンサーエラー

TPS 1.2 スロッ トルポジシ ョ ンセンサーエラー

PRES 2.1 プレッシャーセンサーエラー

PRES 2.2 プレッシャーセンサーエラー

T WAT 3.1 エンジンクーラン ト温度センサーエラー

T WAT 3.2 エンジンクーラン ト温度センサーエラー
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T AIR 4.1 外気温センサーエラー

T AIR 4.2 外気温センサーエラー

BATT 5.1 バッテリーテンシ ョ ンエラー

BATT 5.2 バッテリーテンシ ョ ンエラー

LAMB 6.1 ラムダセンサーエラー

LAMB 6.2 ラムダセンサー 2 エラー

FUEL 7.1 リザーブエラー

FUEL 7.2 リザーブエラー

DTC 8.0 ト ラクシ ョ ンコン ト ロールコン ト ロールユニッ トエラー

COIL 10.1 ホリゾンタルシリンダーコイルエラー

COIL 10.2 ホリゾンタルシリンダーコイルエラー

COIL 11.1 バーチカルシリンダーコイルエラー

ランプ エラーメ ッセージ エラー
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COIL 11.2 バーチカルシリンダーコイルエラー

INJE 12.1 ホリゾンタルシリンダーインジェクターエラー

INJE 12.2 ホリゾンタルシリンダーインジェクターエラー

INJE 13.1 バーチカルシリンダーインジェクターエラー

INJE 13.2 バーチカルシリンダーインジェクターエラー

PUMP 16.0 フューエルポンプリレーエラー

FAN 18.1 フ ァンリレーエラー

FAN 18.2 フ ァンリレーエラー

STRT 19.1 スターターコンタクターエラー

STRT 19.2 スターターコンタクターエラー

STEP 21.1 ステッパーモーターエラー

STEP 21.2 ステッパーモーターエラー

ランプ エラーメ ッセージ エラー
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STEP 21.3 ステッパーモーターエラー

LAMB 22.1 ラムダヒーターエラー

LAMB 22.2 ラムダヒーターエラー

EXVL 23.1 エキゾーストバルブモーターエラー

EXVL 23.2 エキゾーストバルブモーターエラー

EXVL 23.3 エキゾーストバルブモーターエラー

EXVL 23.4 エキゾーストバルブモーターエラー

ECU 30.0 エンジンコン ト ロールユニッ トエラー

PK UP 34.0 ピッ クアップセンサーエラー

SPEED 36.0 スピードセンサーエラー

IMMO 37.0 イモビライザーエラー

IMMO 37.1 イモビライザーエラー

ランプ エラーメ ッセージ エラー
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IMMO 37.5 イモビライザーエラー

CAN 38.0 CAN ラインエラー

ランプ エラーメ ッセージ エラー
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ターンインジケーターの自動リ ターン機
能
2 つのうち、 どちらかのターンインジケーターを点けた後
リセッ トボタン (14、 図 5) で解除する事ができます。
リセッ ト しなかった場合、 1Km( または 0.6 マイル ) 走行後、
インジケーターは自動的に解除されます。

ヘッ ド ランプ " 段階敵 "点灯機能
Key-On 時、 ロービーム (LO) は 3 秒間かけて "段階的 " に
点灯します。
消灯は瞬時に実施されます。

ヘッ ド ライ ト " インテリジェンス " 消灯
機能
ヘッ ド ランプが自動的に OFF となり、 バッテリーの消費量
を抑えます。 次の 3 つの場合に、 この機能が作動します ：
- 第 1 は、 キーを OFF から ON にしたのにエンジンが始動

しなかった場合、 60 秒後にヘッ ド ランプは OFF になり、
エンジンを再始動した時のみに ON になります。

- 第 2 は、 ヘッ ド ランプを点灯した状態で車両を使用した
後、 右側スイッチにある RUN-STOP ボタンでエンジン
を止めた時。
この場合、 エンジン停止 60 秒後、 ヘッ ド ランプは消灯
し、 エンジンを再始動した時に点灯します。

- 第 3 のケースは、 エンジン始動中にヘッ ド ランプを消灯
し、 エンジン始動直後に点灯した時。
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イモビライザーシステム
この車両には電子制御でエンジンをブロックする盗難防止
システム ( イモビライザー ) が搭載されています。 イモビラ
イザーは、 毎回エンジンを停止する度に自動的に作動しま
す。
各キーのボディにはト ランスポンダーが内蔵されています。
ト ランスポンダーからの信号は、 イグニッシ ョ ンスイッチ
部に組み込まれたアンテナを介してコン ト ロールユニッ ト
に送られます。 この信号はパスワードの役割を果たし、 イ
グニッシ ョ ンキーがスイッチに差し込まれる度に、 毎回変
更され、 CPU が " パスワード " によってキーを承認した時
のみエンジンが始動します。

キー ( 図 30)
車両には、 以下のキーが付属しています ：
- キー B( 黒 )2 本
キーには " イモビライザーシステムコード " が内蔵されて
います。

参考
Ducati のディーラーが作業を行う際に、 コードカード

が必要となる場合があります。

黒いキー (B) は通常のイグニッシ ョ ンキーで、 以下の場合
に使用されます ：
- エンジンの始動
- フューエルプラグの開閉
- シート ロッ クの解除

参考
2 本のキーには、 キーの識別番号の書かれたプレート

(1) が付いています。

警告
2 本のキーは個別に保管し、 通常は 2本の黒いキーの

内、 1 本のみを使用するようにして ください。

B

1

図 30
47



JP
コードカード
キーと併せてコードカード ( 図 31) が付属しています。 カー
ドには、 キー ON 後にエンジンブロックが作動した場合に
使用する電子コード (A、 図 32) が記載されています。

警告
コードカードは安全な場所に保管して下さい。 イモビ

ライザーシステムに問題が生じ、 琥珀色の " 車両 / エンジ
ン診断 -EOBD" ランプ (8、 図 3) の点灯で表示され、 エンジ
ンブロック状態になった場合に、 エンジンブロックを解除
する為、 ライダーは常にコードカード上に記載されている
電子コードを携帯することをお勧めします
この作業はコードカードに記載されている電子コード ( エ
レク ト ロニッ クコード ) がなければ出来ません。 

警告
コードカードはディーラーでキーの再プログラ ミ ング

またはキーの交換をする際にも必要です。

図 31

A

図 32
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イモビライザーの解除作業
" イモビライザーブロック " 時には、 インス トルメン トパ
ネルから " イモビライザーを解除 " することができます ：
メニューの "CODE" ページに入ります。

参考
このメニューは最低 1 つのイモビライザーエラーが検

知されていないと使用できません。 

メニューのこのページでは、 初期コード と して "00000" が
必ず表示されます。 この段階で、 リセッ トボタン (14、 図 5)
を 3 秒間押すと、 コードカードに記載されている電子コー
ドの入力作業に入ります。

図 33

リセッ ト を 3 秒間押す。

NO

YES入力した
コード は

OK?

"▲" を押す。

"▲" を押す。

"▲" を押す。

"▲" を押す。

"▲" を押す。

"▲" を押す。

"▲" を押す。

"▲" を押す。

"▲" を押す。

"▼" を押す。

"▼" を押す。

"▼" を押す。

"▼" を押す。

"▼" を押す。
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コードの入力 ：
この機能に入ると、 左の最初の桁が点滅します。
ボタン (1、 図 10) ：
ボタン (1、 図 10)"▲" を押すたび、 1 秒ごとに数字が増えま
す。
ボタン "▼"(2、 図 10) を押すと、 2 桁目の数字が点滅し始め
て設定に入ります。 ボタン (1、 図 10)"▲" を押すたび、 1 秒
ごとに数字が増えます。
ボタン "▼"(2、 図 10) を押すと、 3 桁目の数字が点滅し始め
て設定に入ります。 ボタン (1、 図 10)"▲" を押すたび、 1 秒
ごとに数字が増えます。
ボタン "▼"(2、 図 10) を押すと、 4 桁目の数字が点滅し始め
て設定に入ります。 ボタン (1、 図 10)"▲" を押すたび、 1 秒
ごとに数字が増えます。
ボタン "▼"(2、 図 10) を押すと、 5 桁目の数字が点滅し始め
て設定に入ります。 ボタン (1、 図 10)"▲" を押すたび、 1 秒
ごとに数字が増えます。
ボタン (2、 図 10)"▼" を押すと、 コードを決定します。

この時点で、 コードが正し く入力されている場合は、
"code" の文字と、 入力したコードが同時に 4 秒間点滅しま
す。 " 車両 / エンジン診断 - EOBD" 警告灯 (8、 図 3) が消灯
します。 続いてインス トルメン トパネルは自動的にメ
ニューを終了し、 " 一時的に " エンジン始動を可能にしま
す。
まだエラーが続き、 インストルメン トパネルに表示される
場合は、 Key-On に続いて再びエラーとなり、 エンジンが
ロックされます。
コードが正し く入力されなかった場合、 インストルメン ト
パネルは自動的に "CODE" メニューに戻り "00000" を表示
します。
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作業
イグニッシ ョ ンキーを ONから OFF の位置に回す度に、 シ
ステムはエンジンブロックを作動します。 エンジンの始動
には、 キーを OFF から ON にして下さい ：
1) コードが承認されると、 システムはエンジンブロックを
解除します。 START ボタン (2、 図 40) を押すと、 エンジン
が始動します。
2) 車両 / エンジン診断ランプ (8、 図 3) が点灯した時点で、
ボタン "▼"(2、 図 10) を押すと "IMMO" と表示され、 コー
ドが承認されなかった事を示します。 キーを OFF に戻し、
再度 ON に回します。 それでもエンジンが始動しない場合
は、 付属している他の黒キーを使い、 も う一度試して下さ
い。 この方法でもまだブロックが解除されない場合は、
Ducati サービスセンターに御連絡下さい。

警告
キーに強い衝撃を与えると内蔵された電子部品が破損

しますので注意して く ださい。
作業中は常に同じキーのみをを使用して く ださい。 違う
キーを使用すると、 システムのコード承認の妨げになる場
合があります。

キーの複製
追加のキーが必要な場合は、 お持ちのキー全てとコード
カードを持って Ducati サービスセンターにご依頼下さい。
Ducati サービスセンターは新しいキー、 およびお手持ちの
キーを再プログラ ミ ングします。
Ducati アシスタン トサービスは、 お客様が車両のオーナー
である証明の提示を求める事がありますので、 必要書類を
ご持参下さい。
この作業時に再メモリーされなかったキーのメモリーは削
除されて無効となるため、 エンジンを始動する為に使用す
ることはできません。

参考
オーナー変更の際、 全てのキーとコードカードを新し

いオーナーに譲り渡されなければなりません。
51



JP
運転時に必要なコマンド

警告
この章では車両を運転する上で必要な全てのコマンド

機能と配置を詳し く説明しています。 コマンドを使用する
前によ く読んで下さい。

コマンド類の配置 ( 図 34)

1) インス トルメン トパネル
2) イグニッシ ョ ンスイッチ / ステアリングロック
3) 左側スイッチ
4) クラ ッチコン ト ロールレバー
5) リアブレーキペダル
6) 右側スイッチ
7) スロッ トルグリ ップ
8) フロン トブレーキレバー
9) ギアチェンジペダル

1

8
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イグニッシ ョ ンスイッチ / ステアリング
ロック ( 図 35 )
燃料タンクの前にあり、 4 つのポジシ ョ ンがあります ：

A) ： エンジンおよびランプが機能
B) ： エンジンおよびランプが解除
C) ： ステアリングロック状態
D) ： ポジシ ョ ンライ ト とステアリングロック。

参考
キーを最後の 2 つのポジシ ョ ンにするには、 キーを押

してから回して下さい。 (B)、 (C)、 (D) の位置ではキーを引
き抜く ことができます。

B

C

D

A

図 35
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左側スイッチ ( 図 36 および図 37)

1) ランプ切り替えスイッチ。 2 つのポジシ ョ ンがありま
す ：
ポジシ ョ ン ＝ ロービーム ON(A)
ポジシ ョ ン ＝ハイビーム ON(B)
ボタン  = フラ ッシャー (FLASH) およびインストルメ
ン トパネルコン ト ロール (C)

2) ボタン＝ ターンインジケーターには 3 つのポジシ ョ
ンがあります ：
中央 ＝ OFF

＝ 左折

＝ 右折
ターンインジケーターを消すにはコン ト ロールレバー
を 1 回押し、 中央に戻します。

3) ボタン＝ 警告ホーン

4) インス トルメン トパネルポジシ ョ ン "▲" コン ト ロール

ボタン
5) インス トルメン トパネルポジシ ョ ン "▼" コン ト ロール

ボタン

1

B

A

C

図 36

4 2
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図 37
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クラ ッチコン ト ロールレバー
レバー (1) でクラ ッチの接続を操作します。
この機種にはアジャスター (2) がついており、 レバーとハン
ドルバー上のハンドル間の調整が可能です。 
レバーの間隔はアジャスター (2) の 10 ク リ ッ クで調整でき
ます。 時計回りに回すとレバーはスロッ トルグリ ップから
離れます。 アジャスターを反時計回りに回すと近づきます。
レバー (1) を引く と、 エンジンの回転がト ランスミ ッシ ョ ン
およびホイールモーターに伝わらな く なります。 クラ ッチ
の適切な操作は、 スムーズなライディ ング、 特に発進時に
重要です。

警告
クラッチ及びブレーキレバーの調整は、 停車時に行い

ます。

重要
クラッチレバーを正し く操作することで、 ト ランス

ミ ッシ ョ ンの損傷を避け、 車両の寿命を延ばすことができ
ます。

参考
サイドスタンドを下ろし、 ギアがニュート ラルの状態

でエンジンを始動させることができます。 また、 ギアが
入った状態で始動する時は、 クラ ッチレバーを引いて下さ
い ( この場合サイドスタンドは下ろしません )。

2 1
図 38
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右側スイッチ ( 図 39 と 図 40) 
1) ENGINE STOP 2 つのポジシ ョ ン ：
ポジシ ョ ン " " (RUN) = エンジン作動 (A、 図 40)
ポジシ ョ ン " " (OFF) = エンジンの停止 (B、 図 40) 

警告
このスイッチは、 緊急時等でエンジンを直ちに停止さ

せなければならない時に使用することを目的としています。 
エンジン停止後は、 再始動ができるようにスイッチを
" "(A、 図 40) ポジシ ョ ンに戻して下さい。

重要
ランプを点灯して走行した後、 スイッチ (1) でエンジ

ンを停機し、 イグニッシ ョ ンキーを ON のままにすると、
ランプは点灯し続け、 バッテリーを使い切ることができま
す。

2) ボタン＝エンジン始動

スロッ トルグリ ップ ( 図 39)
右ハンドルバーのスロッ トルグリ ップ (3、 図 39) は、 ス
ロッ トルボディの開閉を制御します。 グリ ップを緩めると、
自動的に元の位置 ( アイ ド リング状態 ) に戻ります。 

1 3

2
図 39

A

B

図 40
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フロン トブレーキレバー ( 図 41)
レバー (1) をスロッ トルグリ ップの方向へ引く と、 フロン ト
ブレーキがかかります。 このレバーは油圧で作動するため、
軽く握るだけで作動します。
コン ト ロールレバー (1) にはつまみ (2) が付いており、 レ
バーとグリ ップとの間隔が調整できるようになっています。
レバーの間隔はアジャスター (2) の 10 ク リ ッ クで調整でき
ます。 時計回りに回すとレバーはスロッ トルグリ ップから
離れます。 アジャスターを反時計回りに回すと近づきます。

1 2
図 41
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リアブレーキコン ト ロールペダル ( 図 42)
ペダル (1) を下に踏むことで、 リアブレーキが機能します。
システムは油圧式で作動します。

ギアチェンジコン ト ロールペダル ( 図 43)
ギアチェンジペダルは、 中央のニュート ラルのポジシ ョ ン
N に自動的に戻ります。 ニュート ラルポジシ ョ ンであること
はインストルメン トパネル上の N ランプ (3、 図 3) で表示さ
れます。 
ペダルは以下のように動かせます ： 
下へ＝シフ トダウンおよび 1 速へのチェンジは、 ペダルを
下に押します。 この時、 インストルメン トパネルの N ラン
プが消えます。
上へ＝ペダルを上へ上げることで、 2 速から順次 3、 4、 5、
6 速へとチェンジします。
一回の操作が一速分のチェンジに相当します。

1

図 42
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図 43
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ギアチェンジペダルおよびリアブレーキ
ペダルの位置調整 ( 図 44 、 図 45)
ギアチェンジペダルと リアブレーキペダルのポジシ ョ ンは、
それぞれのライダーのライディ ングスタイルとフ ッ ト レス
トの位置に合わせて調整することができます。
ギアチェンジペダルのポジシ ョ ンは次の手順で調整しま
す ：
ロッ ド (1) を固定しながら、 ナッ ト (2) と (3) を緩めます。 

参考
ナッ ト (2) は、 逆ネジになっています。

ギアチェンジペダルを好みの位置に定めながら、 レンチで
ロッ ド (1) の六角部分を回します。
ロッ ドに対して両ロックナッ ト を締め付けます。

312
図 44
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リアブレーキコン ト ロールペダルの位置調整は以下の手順
で行います ：
ナッ ト (4) を緩めます。
ペダルが好みの位置になるまで、 アジャスター (5) を回しま
す。
ロッ クナッ ト (4) を 2.3 Nm のトルクで締め付けます。 
ペダルを手で押しながら、 ブレーキがかかり始めるまでに
約 1.5 ～ 2 mm の遊びがあるかを確認します。
遊びがが上記でない場合、 マスターシリンダーコン ト ロー
ルロッ ドの長さを次の手順で調整します ：
ロッ ドの上にあるナッ ト (6) を緩めます。
フォーク (7) のロッ ドの遊びを増したい場合は締めこみ、 逆
に減らしたい場合は緩めます。
ロッ クナッ ト (6) を 7.5 Nm のトルクで締め付け、 再度遊び
を点検します。 5

6 7

4
図 45
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主要構成部品 / 装備

車両上の配置 ( 図 46)

1) フ ィ ラープラグ
2) シート ロッ ク
3) サイ ドスタンド
4) ステアリングダンパー
5) リアビューミ ラー
6) フロン ト フォークアジャスター
7) リアシ ョ ッ クアブソーバーアジャスター
8) 車高調整用リンケージ
9) エキゾース トサイレンサー (78 ページ、 " 注意事項 "参

照 ) 
10) 触媒システム

9
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フューエルプラグ (図 47)

開け方
プラグの保護カバー (1) を持ち上げ、 イグニッシ ョ ンキーを
差し込み、 時計回りに 1/4 回転してロックを解除し、 プラ
グを開けます。
プラグを持ち上げて下さい。

閉じ方
キーの差し込まれたプラグを押して閉じ、 キーを反時計回
りに回して、 元の位置に戻してから抜き取ります。 保護カ
バー (1) を閉じます。

参考
プラグはキーが差し込まれていないと閉まりません。

警告
燃料補給 (80 ページ参照 ) 後は毎回、 プラグが正しい

位置で確実に閉まっていることを確かめて下さい。

1

図 47
62



P
J

シート ロック (図 48 および図 49)

開け方
鍵穴 (1、 図 48) にキーを差し込み、 クリ ッ クと言う音が聞
こえるまで時計回りに回します。
シート を前方に押し、 持ち上げながら前方ホルダーから引
き抜きます。

閉じ方
テールガードの所定の部分にシートのフ ック (3) を挿入し、
フレームチューブ方向下部に押し下げます。
ピン (4) がラ ッチ (5) にカチッ とはまるまでパッセンジャー
シート後部を押します。
正し く ロックされているか確認するため、 パッセンジャー
シート を少し上に引き上げます。
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図 48
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図 49
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サイドスタンド ( 図 50)

重要
 サイ ドスタンドを使用する前に、 地面が適している

か、 平らであるかを確かめて下さい。

柔らかい地面、 砂利、 日光で柔らかく なったアスファルト
等にパーキングすると、 車両転倒の原因となります。
傾斜面に停車する場合は、 常にリアホイールが斜面の低い
側になるようにして下さい。
サイ ドスタンドを使用するには、 ハンドルバーを両手で掴
み、 車体を支えながら、 スタンドのフ ッ ク (1) を足でいっぱ
いに押します。 次に、 スタンドがしっかり と路面に着く ま
で、 車体を徐々に傾けていきます。

警告
サイドスタンド使用時には、 車両にまたがらないで下

さい。

サイ ドスタンドを元の位置 ( 水平位置 ) に戻すには、 車両を
右側に傾けながら、 足でスタンドのアーム (1) を持ち上げま
す。 

参考
定期的にスタンド ( 内側と外側 2 つのスプリングの状

態 ) と安全センサー (2) の作動を点検することをお勧めしま
す。

参考
スタンドを降ろし、 ト ランスミ ッシ ョ ンがニュート ラ

ルの状態でエンジンを始動させることができます。 ギアが
入った状態で始動する時は、 クラ ッチレバーを引いて下さ
い ( この際サイドスタンドは降ろしません )。

2

1

図 50
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ステアリングダンパー ( 図 51)
燃料タンク前部にあり、 フレームとステアリングヘッ ドに
固定されています。
このダンパーのお陰でステアリングはより正確で安定し、
あらゆるコンディシ ョ ンでの操縦性がアップしました。

図 51
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フロン ト フォークアジャスターの調整
モーターサイクルのフロン ト フォークは、 リバウンド / コ
ンプレッシ ョ ンダンピング、 およびスプリングプリロード
の調整が可能です。

この調整はアウターアジャスターにて行います :

1) 油圧ブレーキのリバウンドダンピング調整 ( 図 52 およ
び図 53) 

2) インナースプリングプリロード調整 (図 52 および図53) 
3) 油圧ブレーキのコンプレッシ ョ ンダンピング調整 ( 図

54 および図 55)

サイ ドスタンドを立て、 モーターサイクルを安定したポジ
シ ョ ンに保ちます。
リバウンドダンピングを調節するには、 Streetfighter にはマ
イナスド ライバー、 Streetfigher S は適切なレンチで、 各
フォークの上部に配置されているアジャスター (1) を回しま
す。
調整スクリュー (1 と 3) を回すと、 カチッ と言う音がしま
す。 一回の音がダンピング 1 段に相当します。 アジャス
ターをいっぱいに締め込むと "0" 位置になり、 ダンピング
が最強にセッ ト されます。 この位置から、 反時計回り方向
に回し、 カチッ という音でダンピングを 1 段目、 2 段目、
…と数えます。

1

A

2 2 1

図 52Streetfighter

1 2 1 2

図 53Streetfighter S
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標準設定は以下のようになります ：
コンプレッシ ョ ン ：
3/4 回転 (Streetfighter)
8 ク リ ッ ク (Streetfighter S)
リバウンド ：
12 ク リ ッ ク (Streetfighter)
10 ク リ ッ ク (Streetfighter S)
スプリングプリロード (Streetfighter)(A、 図 52) ： 18mm
実際のプリロード 9 mm に相当
スプリングプリロード (Streetfighter S) ： 完全に開いた状態
から時計回りに 8 回転
実際のプリロード 8 mm に相当

各フォーク内部のスプリングプリロードを変更するには、
六角アジャスターナッ ト (2、 図 52 および図 53) を 22 mm 六
角レンチで回します。 

重要
両方のフォークを同じセッテ ィ ングにして ください。

3
図 54Streetfighter

3

図 55Streetfighter S
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リアシ ョ ッ クアブソーバーアジャスター
の調整(図56、 図57)
リアショ ックアブソーバーには、 積載重量に合わせて車体の平衡
状態を調整できるようアウターアジャスターを装備しています。
アジャスター (1)は、 ショ ックアブソーバーのスイングアームへの
固定位置下部、 左側にあり、 リバウンド ( リターン )の時点で油圧
ブレーキを調整します。
アジャスター (2) は、 フレームのリザーバータンクに配置され、 油
圧ブレーキのコンプレッションダンピングの調整に使用します。 
時計回り方向にアジャスター (1 と 2) を回とダンピングが強くな
り、 反対方向に回すと弱くなります。

(Streetfighter)
標準設定：
いっぱいに閉まった全閉ポジションから、 時計回りに次のように
アジャスターを緩めます :
アジャスター (1) を 2回転
アジャスター (2) を 2回転
スプリングプリロード ： 20 mm

(Streetfighter S)
標準設定：
いっぱいに閉まった全閉ポジションから、 時計回りに次のように
アジャスターを緩めます :
アジャスター (1) を 10 クリック
アジャスター (2) を 10 クリック
スプリングプリロード ： 23 mm
アブソーバー上部にある 2つのリングナッ ト (3)は、 アウタースプ
リングプリロードの調整に使用します。 スプリングプリロードを
変更するには、 上部固定リングナッ トを緩めます。 下部リング
ナッ トを締める、 または緩めることでプリロードの強弱を調整し
ます。
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図 56Streetfighter
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図 57Streetfighter S
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希望の強さに調整した後は、 上部リングナッ ト をしっかり
締め付けて ください。

警告
アジャスターのリングナッ ト を回すにはサイズに合っ

たレンチを使用して く ださい。 調整中にレンチがナッ トの
溝から外れると、 手を車体に強くぶつけ、 怪我をする恐れ
があるのでよ く注意して下さい。

警告
ショ ックアブソーバーには高圧のガスが充填されてい

ます。 未経験者による分解作業は重大な損傷の原因となり
ます。

パッセンジャー載せて走行する際には、 スプリングプリ
ロードを最大に設定すると、 路面からの影響を受けに く く
なり、 走行安定性が増します。 この場合には、 リバウンド
ダンピングの再調整が必要になることがあります。
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車高の調整 ( 図 58、 図 59、 図 60)
この車両の車高は、 Ducati 社の技術者がさまざまな走行状
態でテスト を行い決定しています。
車高調整は非常にデリケートな作業ですので、 不適切な変
更作業を行う とライダーの身体に危険をもたらします。 
標準車高を変更する前に、 基準値 (H、 図 58) を測定してお
く ことをお薦めします。

ライダーはアブソーバーのポジシ ョ ンを変更し、 自分のラ
イディングスタイルに合わせた車高の変更が可能です。 
ロッ クナッ ト (3) を緩めて、 ボールジ ョ イン ト (1) の軸間距
離を変更します。

参考
下側のナッ ト (3) は逆ネジですので注意して下さい。

オープンレンチを使用して、 フラ ッ ト (4) 上のリンケージ
(2) を固定します。
調整後はナッ ト (3) を 25 Nm のトルクで締めつけます。

警告
リンケージ (2) 両端の、 ボールジ ョ イン ト (1) の軸間

距離は 285 mm を超えてはなりません。 

H

図 58

1

3

2

4

3

1

図 59
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ユニボールヘッ ド (A) のネジ部はネジ山５つ分、 長さにし
て 7.5 mm (B) 以上、 外に出さないで く ださい。

A

B

図 60
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運転のしかた

慣らし運転の方法

慣らし運転時の最高速度 ( 図 61)
慣らし運転期間中および通常使用においてのエンジン最大
許容回転数 ：

1) 1000 km まで
2) 1000 ～ 2500 km まで

1000 km まで
最初の 1000 km まではタコ メーターに注意し、
5500 ～ 6000 回転 (rpm) を超えてはいけません。
最初の数時間は、 規定回転数の範囲内でエンジンの負荷と
回転数を色々変えることをお勧めします。
エンジン、 ブレーキ、 サスペンシ ョ ンのより効果的な慣ら
しには、 カーブが多く起伏に富んだ場所を走行することが
理想的です。

最初の 100 km は、 ブレーキディスクに対してパッ ドの摩擦
材を適切に慣らすために、 優し く ブレーキをかけ、 急なブ
レーキや長い間ブレーキをかけることは避けて下さい。
全ての機械部分を互いに馴染ませるため、 また、 エンジン
の主要部分の寿命に悪影響が出ないよう、 乱暴な加速と、
特に上り坂での長時間の高速回転は避けて下さい。
定期的にチェーンを点検し、 必要であれば潤滑し、 調整し
て下さい。
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1000 ～ 2500 km まで
この間、 エンジンからよりパワーを引き出す事は可能です
が、 下記の回転数を決して超えないようにして下さい ：
7000 rpm

重要
慣らしの期間中は、 当マニュアルに指定された点検、

整備を必ず受けて下さい。 これらの規定を厳守しない場合、
Ducati モーターホールディング社は エンジンの故障および
その寿命等に関して、 一切の責任を負う ものではありませ
ん。

慣らし運転の方法を遵守することでエンジンの寿命を延ば
し、 調整、 オーバーホールの回数を減らすことにつながり
ます。

1000÷2500 Km0÷1000 Km

図 61
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走行前の点検事項

警告
走行前にこれらの点検を怠った場合、 車両に損傷を与

え、 ライダー、 及びパッセンジャーを危険に晒す恐れがあ
ります。

走行前に以下の点検を実施して ください。
タンク内の燃料量
タンク内の燃料の残量を確認します。 必要であれば給油し
て下さい (80 ページ参照 )。
エンジン内のオイルレベル
クランクケースの点検窓でオイルのレベルを 
確認して下さい。 必要であればオイルを補充して下さい (98 
ページ参照 )。
ブレーキおよびクラッチフルード
各リザーバー内のフルードレベルを確認します (84 ページ
参照 )。 
クーラン ト量
クーラン ト タンクの液量を確認します。 必要であれば補充
して下さい (83 ページ参照 )。
タイヤコンディシ ョ ン
空気圧と摩耗度を点検します (96 ページ参照 )。
コマンド機能
ブレーキ、 クラ ッチ、 アクセル、 ト ランスミ ッシ ョ ン等の
作動レバーまたはペダルを作動させて機能を確認します。
ライ トおよびインジケーター
ランプ、 インジケーター、 ホーンが適切に機能するかを確
認します。 電球が切れている場合には交換して下さい (92 
ページ参照 )。

ロック類
フ ィ ラープラグ (62 ページ参照 ) およびシート (63 ページ参
照 ) のロック状態をチェ ックします。
スタンド
サイ ドスタンド (64 ページ参照 ) がスムーズに作動し、 適切
な位置にあるかをチェ ックします。

警告
不良な点がある場合には、 車両の使用を中止し、

Ducati オフ ィシャルディーラーにご連絡下さい。
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エンジンの始動

警告
エンジンを始動する前に、 運転に必要なコマンドの取

り扱いに慣れておいて下さい (10 ページ )。 

警告
屋内では絶対にエンジンを始動したり、 作動させたり

しないで下さい。 排気ガスは有毒ですので、 短時間で意識
を失ったり、 さらには死亡にまで至る危険性があります。

1) イグニッシ ョ ンキーを ON にします (1、 図 62)。 緑のラ
ンプ N と赤のランプ  が点いている事を確認して く
ださい。

重要
オイルプレッシャー表示ランプはエンジン始動後、 数

秒で消えなければなりません (11 ページ )。

警告
サイドスタンドが完全に上がって ( 水平 ) いない場

合、 安全センサーが作動して始動できません。

1

図 62
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参考
サイドスタンドを下ろし、 ギアがニュート ラルの状態

でエンジンを始動させることができます。 または、 ギアが
入った状態で始動する時は、 クラ ッチレバーを引いたまま
の状態で始動させて く ださい ( この時サイドスタンドは上
がっていなければなりません )。

2) エンジンス ト ップスイッチ (2、 図 63) が (RUN) の位置
になっていることを確認してから、 スタートボタン (3、
図 63) を押します。

重要
エンジン冷間時は回転数を上げ過ぎないで下さい。 潤

滑が必要な全ての部分にオイルを行き渡らせるために、 エ
ンジンが温まるのを待って く ださい。 

2

3
図 63
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車両の発進
1) クラ ッチレバーを引いてクラッチを切ります。
2) 1 速に変速するためにギアチェンジペダルをつま先で

しっかり押し下げます。 
3) スロッ トルグリ ップを回してエンジンの回転数を上げ、

同時にクラッチレバーを徐々につなぐと、 車両は発進し
始めます。

4) クラ ッチレバーを完全に離しエンジンの回転数を上げ
ます。

5) シフ トアップするには、 エンジン回転を落とすために
スロッ トルを戻し、 クラ ッチを切り、 ギアシフ トペダ
ルをかき上げ、 クラ ッチをつなぎます。

シフ トダウンは以下のように行います ： スロッ トルグリ ッ
プを放し、 クラ ッチレバーを引いてから、 ギアを同調させ
やす くするためにエンジンを軽くふかしてシフ トダウンし、
クラ ッチを放します。
これらの作業は適切に素早く操作しなければなりません。 
上り坂を走行する際には、 車速が落ちてきたらすぐにシフ
トダウンし、 車両への異常なスト レスやエンジンのノ ッキ
ングを避けて下さい。

重要
オーバーフローやト ランスミ ッシ ョ ンのスナッチを招

く激しい加速操作は避けて下さい。 ギアを変速した後もク
ラ ッチレバーを引いたままでいると、 機械部分の過熱や摩
擦部分の異常な摩耗を引き起こします。

ブレーキ操作
減速するには、 最初にスロッ トルグリ ップを戻してエンジ
ンブレーキをかけ、 それからブレーキングします。 エンジ
ンが急に止まるのを防ぐため、 車両が停止する前に、 ク
ラ ッチを切ります。

警告
レバーとペダルの内、 片方だけ使用するとブレーキ効

力が低下します。 
ブレーキ類は急激に力づく で操作すると。 ホイールのブ
ロックが生じ、 車両のコン ト ロールを失います。 
雨中を走行する際や、 滑りやすい路面上ではブレーキ力が
著し く低下します。 このようなコンディシ ョ ンでは慎重に
優し く ブレーキ操作をして下さい。 急ブレーキは車両のコ
ン ト ロールを失う危険があります。 長 く急な下り坂を走行
する際にはシフ トダウンしてエンジンブレーキを使用しま
す。 ブレーキは断続的に短時間だけ使用して下さい。 ブ
レーキの長時間にわたる連続的使用は、 摩耗材の過熱を招
き、 ブレーキ能力の著しい低下の原因となります。 規定空
気圧以外のタイヤはブレーキ能力を低下させると ともに摩
耗を早め、 また運転の確実性と、 カーブでの安定を欠きま
す。
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車両の停止 
スロッ トルグリ ップを緩めると、 車両は  徐々にスピードを
落とし始めます。 シフ トダウンしながらクラ ッチをつなぎ、
最後に 1 速からニュート ラルに入れます。 ブレーキをかけ
ると、 車両を完全に停止することができます。 エンジンを
停止させるには、 イグニッシ ョ ンキーを (1、 図 64) の位置
にします。 

重要
エンジンがかかっていない状態でキーを ON にしてお

く と、 電気系統のコンポーネン ト を損ねることがあります
のでご注意ください。

パーキング
停止させた車両をサイドスタンドを使い停車します。 (64
ページ参照 )
盗難防止のため、 ハンドルを左に振りきり、 キーを (2、 図
65) の位置にします。
車両をガレージ、 その他の建物内に駐車する際には、 充分
に換気され、 車両の近くに熱源が無いことを確認して下さ
い。
必要であれば、 イグニッシ ョ ンキーを (3、 図 65) の位置に
し、 パーキングランプを点灯したままにする事ができます。

重要
バッテリー切れの原因になるため、 長時間キーを (3、

図 65) のままにしないで下さい。 監視できない場所にキーを
付けたままで車両を停車しないで下さい。

12

図 64

32
図 65
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警告
エキゾーストシステムは、 エンジンを止めた後も熱い

場合があります。 手を触れないよう充分注意し、 車両を木
材、 木の葉などの可燃物のそばに駐車しないようにして下
さい。

警告
発進を妨げるタイプの盗難防止用ロック ( ディスク

ロック、 ホイールロック等 ) は大変危険で、 車両の機能と
ライダーおよびパッセンジャーの安全をおびやかす恐れが
あります。
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燃料の補給 ( 図 66)
給油の際、 入れすぎないように注意して く ださい。 燃料は
給油口の下縁をこえてはいけません。

警告
ガソリンは無鉛に出来るだけ近いもの、 もし くはオク

タン数が最低 95 のものを使用して く ださい (107 ページ”
補給” 参照 ) 。
プラグの上部に燃料が溜まってないことを確認します。

Max level

図 66
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付属アクセサリー ( 図 67)
オーナーズマニュアルはパッセンジャーシート下部にあり
ます。
車両右サイ ドのテールガード内側にベルクロテープで取り
付けられているツールキッ ト (1) は次の部品が装備されてい
ます ：
- スパークプラグ用六角レンチ 
- スパークプラグレンチ用ボルト
- ダブルスクリュード ライバー
- フ ェアリング用アレンレンチ

1

図 67
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USB コンパレーター (Streetfighter S の )
キッ トには USB コンパレーター(1) が 1 つ付属しています。 
キャ ップ (2) および主要配線に接続したコネクター (3) と共
にシート下に配置して使用します。
“DDA コンパレーター “作業に関しては “LCD －パラ メー
ター設定 /表示 “内を参照して下さい。

警告
使用が終了したら DDA コンパレーターを主要配線か

ら外します。

3 1 2

図 69

1

図 68
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主な整備作業と メンテナンス

エアフ ィルターの交換

重要
エアフ ィルターのメンテナンス作業は Ducati デ ィー

ラーまたは Ducati サービスセンターにご連絡下さい。

クーラン ト レベルの点検および補充 ( 図

70)
車両右側にあるエキスパンシ ョ ンタンク内のクーラン ト レ
ベルを点検します。 レベルは (1) と (2) の間でなければなり
ません ： (2) は MAX レベル (1) は MIN レベル
液体レベルがMIN 以下の場合は補充します。

フ ィ ラープラグ (3、 図 70) ゆるめ、 希釈水と不凍液 SHELL 
Advance Coolant または Glycoshell (35 ～ 40%) の混合液を
MAX. のレベルになるまで補充します。

プラグ (3) をしっかり と閉め、 取り外したパーツを元通りに
取りつけます。

上記に示された混合液を使用することで最良のコンディ
シ ョ ンを保つ事が出来ます
(-20°C/-4°F から凍結し始めます )。 

クーリングシステムの容量 ： 2.3 リ ッ トル

警告
この作業は、 エンジン冷間時に車両が完全に垂直で安

定した状態で行って下さい。

1

2

3

MIMIN

MAMAX

MIN

MAX

図 70
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ブレーキ / クラ ッチ液レベルの点検 
ブレーキ、 クラ ッチフルードのレベルは、 絶対に各リザー
バーの MIN 目盛り以下になってはいけません ( 図 71)( 図示
はフロン トおよびリアブレーキフルード リザーバー )。
液体レベルが下がりすぎると、 回路内に空気が混入し、
システム作動に悪影響を及ぼします。
また、 定期点検表で指定されているブレーキ / クラ ッチフ
ルード補充及び交換は、 Ducati デ ィーラーまたはサービス
センターに依頼して下さい。

重要
ブレーキ、 クラ ッチシステムのパイプは 全て 4年毎

に交換して下さい。

ブレーキシステム
ブレーキパッ ドが磨耗していないのに、 ブレーキレバー、
ブレーキペダルの過度の遊びに気付いた場合には、 Ducati
デ ィーラーまたはサービスセンターに連絡し、 システムの
点検とエア抜きを行って下さい。

警告
ブレーキ / クラ ッチフルードはプラスチックおよび塗

装部分に損傷を与えますので、 こぼさないようにして下さ
い。 これらの液体は腐食性ですので傷損害を与える恐れが
あります。 異なった品質のオイルを混ぜないで下さい。
シールの状態をチェ ックして く ださい。

図 71
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クラッチシステム
クラッチレバーに過度の遊びがあり、 ギアチェンジの際ク
ラッチにスナッチやジャダーが出る場合は、 システム内に
エアが混入している事があります。 システムを点検しエア
を排出する必要があるため、 Ducati デ ィーラーまたはサー
ビスセンターにご連絡下さい。

警告
クラッチフルードレベルはクラッチディスクの磨耗材

の消耗によって上がる傾向があります。 規定のレベルを超
えないよう注意して下さい ( 最低レベルの 3 mm上 )。

(MAX) 3mm

図 72
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ブレーキパッ ドの摩耗点検 (図 73 と図 74)

フロン トブレーキ
ブレーキパッ ドには摩耗チェ ッ クマークがあり、 キャリ
パーからパッ ドを外すことな く 、簡単にチェ ッ クできます。 
摩耗材に刻まれた溝が見えているうちは良い状態です。

リアブレーキ
ブレーキパッ トは、 磨耗面が両方とも最低 1mm の厚さがな
ければなりません。

重要
ブレーキパッ ドの交換は Ducati デ ィーラーまたは

サービスセンターで実施して下さい。

MIN

図 73

1 mm

図 74
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ジ ョ イン ト部の潤滑
スロッ トルコン ト ロールケーブル外部のシースの状態を定
期的に点検する必要があります。 外側プラスチック部に亀
裂や押し潰された跡があってはいけません。 スロッ トルグ
リ ップを動かして、 インナーケーブルが滑らかに作動する
ことを確認します。 引っかかったり何か異常を感じる場合
は、 ディーラーまたは Ducati サービスセンターに交換を依
頼して下さい。 
スロッ トルト ランスミ ッシ ョ ンの場合、 このようなことを
避けるには、 2 本の固定スクリュー (1、 図 75) を緩めてス
ロッ トルを開け、 ケーブルの両端とプーリーをグリース
SHELL Advance Grease または Retinax LX2 にて潤滑します。

警告
プーリーの中にケーブルを入れ、 注意しながらスロッ

トルを閉じます。

カバーを付け、 スクリュー (1) を 10 Nm のトルクで締め付
けます。 

サイ ドスタンドのスムーズな作動を確保するために、 汚れ
を取り除き、 全ての可動部分に規定のグリース SHELL 
Alvania R3 を塗布して下さい。

1

図 75
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スロッ トルグリ ップの調整
スロッ トルグリ ップは 
ハンドルのどのポジシ ョ ンでも、 
1.5 ～ 2.0 mm( グリ ップの端で測定 ) の遊びがなければなり
ません。 必要であれば、 車両右側のステアリングチューブ
にある適切なアジャスター (1 および 2、 図 77) を使用して
調整します。
アジャスター (1) はスロッ トル開度調整用で、 (2) は閉度調
整用です。
アジャスターからそれぞれの保護キャップ (3) を外し、 ロッ
クナッ ト (4) を緩めます。 両方のアジャスターを同程度に使
用して、 以下のように調整します。 時計回りに回すと遊び
量が増え、 反時計回りに回すと減少します。 調整が終了し
たらロックナッ ト (4) を締め、 アジャスターに保護キャップ
を取り付けます。

➤

➤1,5÷2 mm

図 76

3

2

1 4

図 77
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バッテリーの充電 (図 78、 図 79)
バッテリーを充電する際、 バッテリーを車両から取り外し
て下さい。 パッセンジャーシート を取り外し (63 ページ参照
)、 スクリュー (1) を緩め、 シート (2) 下部ケースを取り外し
ます。 黒のマイナス端子 (-) を最初に外し、 続いて赤のプラ
ス端子 (+) を外します。 バッテリーを上に向けて取り外しま
す。

警告
バッテリーは爆発性のガスを発生させます。 熱源の近

くに保管しないで下さい。

充電は換気のよい場所で行って下さい。
端子にチャージャーのコンダクターを接続します ： 赤い端
子はプラス (+)、 黒い端子はマイナス (-)

重要
電源を入れる前にバッテリーをチャージャーに接続し

ます。 電源に接続する際に火花が発生し、 セル内の可燃性
ガスに引火する危険があります。
接続は常に赤のプラス (+) 極から行って下さい。

バッテリーを車両に配置し、
導電性を向上させるため、 固定スクリューにグリースを塗
布し、 端子を電極に接続します。 リアサブフレームにシー
ト (2) 下部ケースを取り付け、 スクリュー (1) で固定しま
す。 パッセンジャーシート を取り付けます (63ページ参照) 。

警告
バッテリーは幼児の手の届かないところに置いて下さ

い。
バッテリーは 0.9A で 5 ～ 10 時間充電します。

+ -

図 79

2
1

図 78
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ト ランスミ ッシ ョ ンチェーン張力の点検
( 図 80)

重要
チェーン張力の調整は Ducati オフ ィシャルディー

ラーまたはサービスセンターに依頼して く ださい。

サイ ドスタンドで停車した状態のチェーン張力は、 チェー
ン下部アーム中央にツールを配置し、 チェーンを下に押し
下げて放します。 スイングアームのアルミニウム部と
チェーン中央部間が 32 ～ 34 mm になるように調整します。

警告
安全な走行状態を保つにはスイングアームのスク

リュー (1) を正し く締め付けることが非常に重要です。

重要
不適切なチェーンの張りは、 ト ランスミ ッシ ョ ン部品

の磨耗を促進させます。

1

図 81

32 ÷ 34 mm
図 80
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チェーンの潤滑
この車両には、 泥などの侵入を防ぎ、 潤滑をより保つ O リ
ングシールの付いたチェーンが装備されています。 
チェーンを洗浄する場合には、 シールの損傷を防止するた
め、 専用の溶剤を使用して下さい。 ウォッシャー等でス
チームや圧力のかかった水で洗浄しないで下さい。 
洗浄後は、 コンプレッシ ョ ンエアーでチェーンを乾かし、
SHELL Advance Chain または Advance Teflon Chain で潤滑し
ます。

重要
規定オイル以外を塗布すると、 チェーン、 フロン ト  / 

リアスプロケッ トに損傷を与える可能性があります。
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ハイ / ロービーム電球の交換
切れた電球を交換する前に、 新しい電球が 113 ページの "
エレク ト リカルシステム "の各仕様に適合しているか確認
します。 取り外した部品を取りつける前に、 新しい電球が
機能するかを確認して下さい。
図 82 にはロービーム (LO)/ ハイビーム (HI) ランプ (1) およ
びパーキングランプ (2) 配置が図示されています。

ヘッ ド ランプ

重要
ロー / ハイビームの電球を交換するには、 Ducati

デ ィーラーまたはサービスセンターにご連絡下さい。

警告
雨天時または洗車後に車両を使用する際、 ランプレン

ズが曇っている場合があります。
レンズ内の結露はランプを点灯すると短時間で消えます。

1

2
図 82
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リアターンインジケーター ( 図 83)
スク リュー (1) を外し、 カバー (2) と ターンインジケーター
のホルダーを別々にします。
電球はバイヨネッ トベースタイプなので、 取り外すには押
しながら反時計回りに回します。 交換した新しい電球は、
押しながら時計回りにカチッ という音がするまで回して取
り付けます。 サポートのスロッ トにランプカバー (2) のツメ
を差し込みます。

ナンバープレート ランプ ( 図 84)
電球を交換するには、 ナンバープレート ランプ (3) のレンズ
を開き、 電球を外して交換します。

3

図 84

1

2

1

2

図 83
93



JP
ヘッ ド ランプの光軸調整 ( 図 85)
ヘッ ド ランプの光軸をチェ ックするには、 適切な空気圧の
タイヤの車両にまたがり、 車体を垂直に保ち、 縦軸に対し
て正しい角度を保持します。 車両は壁またはスクリーンか
ら 10m の距離に配置します。 壁にヘッ ド ランプの中心と同
じ高さで水平に線を引き、 また車体の縦軸に一致する垂直
線も引きます。
この作業はできれば薄暗い時間に実施して下さい。
ロービームを点灯します ：
光の照射範囲の高さが ( 照射された部分と明るいの部分と
の境界の上限 )、 地上からヘッ ド ランプの中心までの高さの
9/10 以下でなければなりません。

参考
この方法は、 イタ リアの基準で制定された照射角度に

準拠したものです。 
イタ リア以外の国での使用は、 それぞれの国で法律に従い
調整して ください。

10 m 

9
10

x x

図 85
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左側ヘッ ド ランプの水平方向の光軸調整は、 ヘッ ド ランプ
裏にある調整スクリュー (1、 図 86) で行います。 スク リュー
を時計回りに回すと光軸は右に、 反時計回りに回すと左に
移動します。
左側ヘッ ド ランプの垂直方向の光軸調整は、 ヘッ ド ランプ
裏にある調整スクリュー (2、 図 87) で行います。 スク リュー
を時計回りに回すと光軸は下がり、 反時計回りに回すと上
がります。

1

図 86

2
図 87
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チューブレスタイヤ
フロン ト タイヤ空気圧 ：
2.5 bar
リアタイヤ空気圧 ：
2.5 bar
タイヤの空気圧は外気温や高度によっても変化しますので ; 
高度の高い場所や気温差のある場所を走行する場合は、 毎
回点検と調整を行って下さい。

重要
タイヤの空気圧はタイヤ冷間時に測定しなければなり

ません。 
フロン ト リムがダメージを受けないように、 悪路を走行す
る時はタイヤの空気圧を 0.2 ～ 0.3bar 上げて下さい。

タイヤの修理、 交換 ( チューブレス )
タイヤに小さな穴が開いた場合、 チューブレスタイヤは空
気の減り方が遅いため、 気付く まで時間がかかる事があり
ます。 タイヤの空気圧が下がってきた場合には、 パンクの
可能性をチェ ックします。

警告
タイヤがパンクした場合はタイヤを交換して下さい。 

交換する際は、 標準装備タイヤと同じ メーカー、 タイプを
指定して ください。 
走行中のエア漏れを防ぐため、 タイヤのバルブキャップが
しっかり締まっていることを確認します。 チューブタイプ
のタイヤは絶対に使用しないで下さい。 突然タイヤが破裂
し、 ライダー、 パッセンジャーの安全に大きな危険を及ぼ
します。

タイヤ交換の後には、 必ずホイールバランスの点検を行っ
て下さい。

重要
ホイールバランスのウェイ ト を外したり、 移動させた

り しないで下さい。

重要
タイヤの交換が必要な場合は、 ホイールを正し く着脱

することが大切ですので、 Ducati オフ ィシャルディーラー
またはサービスセンターにご依頼下さい。
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タイヤ摩耗の限度
タイヤのトレッ ド面が一番摩耗している箇所の (S、 図 88)
溝の深さを測定します ： 
溝の深さは 2mm以下、 または道交法の規定値以下であって
はなりません。

重要
タイヤを定期的に点検します。 特に側面に傷やヒビが

ないか、 でっぱり、 広範囲のシミ、 内部の損傷を表す箇所
がないかを注意深く目視点検して下さい。 損傷が著しい場
合はタイヤを交換して下さい。
ト レッ ドに入り込んだ石や異物は取り除いて下さい。

S

図 88
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 エンジンオイルレベルの点検 ( 図 89)
エンジンオイルの量は、 クラ ッチカバーにある点検窓 (1) か
ら見ることができます。 レベルチェ ックは車体を垂直に配
置し、 エンジン冷間時に行って ください。 オイル液面は、
点検窓の横に指示された目盛の間になければなりません。 
液量が標準レベルに達しない場合はエンジンオイル SHELL 
Advance Ultra 4 を補給して ください。 フ ィ ラープラグ (2) を
取り、 規定のレベルに達するまで補充して ください。 プラ
グを取り付けます。

重要
保証書に記載されている定期点検表に従い、 エンジン

オイルとフ ィルターの交換は、 Ducati デ ィーラーまたは
サービスセンターににご依頼下さい。

粘度
SAE 15W-50
車両使用環境の気温が表示された規定範囲内であれば、
表に示された以外の粘度のオイルも使用できます。

1

2

図 89
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スパークプラグの清掃と交換 ( 図 90)
スパークプラグはスムーズなエンジンの作動にとても重要
ですので、 定期的な点検が必要です。 
定期的に検査をすることにより良好なエンジンの状態を保
つ事が可能になります。 
スパークプラグの点検、 または交換はオフ ィシャルディー
ラーまたはサービスセンターに依頼して く ださい。 中央電
極のセラ ミ ッ ク製絶縁体の色具合をチェ ックします ： 均等
な薄い茶色の場合はエンジンの良好なコンディシ ョ ンを示
します。 

参考
中央電極の摩耗状態、 電極間の距離の点検 ：

0.8~0.1 mm

重要
広すぎたり、 狭すぎたりするとエンジン性能に影響を

及ぼし、 また、 始動困難やアイ ド リングの不安定などを招
きます。

1

0,
8 

÷
 0

,1
 m

m

図 90
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車両の清掃
塗装部分と メ タ リ ッ ク部分の本来の艶を長い間保つため、
走行する道路のコンディシ ョ ンに合わせて、 車両を定期的
に清掃、 洗車しなければなりません。 車両に損傷を与えな
いように、 強すぎる洗剤や溶剤を使用しないために専用の
洗剤と水を使って洗車します。
プレキシガラスおよびシート部の清掃には、 中性洗剤およ
び水のみを使用して下さい。

重要
走行後のボディがまだ暖かい間は、 水染み等を防ぐた

めすぐには洗車をしないで下さい。 高温や、 ウォッシャー
等の圧力のかかった水で洗浄しないで下さい。 ウォ ッ
シャー等の使用は、 フォーク、 ホイールハブ、 エレク ト リ
カルシステムに重大な異常が生じたり、 ランプ内部の
結露 ( く も り )、 フォークシール、 エアダク ト、 エキゾース
トサイレンサーの磨耗や変形をもたらし、 車両の安全を損
ねるおそれがあります。

エンジンにひど く汚れた部分や油脂汚れなどがある時は、
油取り用洗剤を使って、 ト ランスミ ッシ ョ ン系統 ( チェー
ン、 ギア、 リム等 ) に洗剤がかからない様に洗浄します。 水
道水で良くすすぎ、 車体全表面部をセーム革で拭きます。

警告
洗車後は、 ブレーキ能力が落ちることがあります。 ブ

レーキディスクには絶対に、 グリースやその他のいかなる
オイルを付けないで下さい。 ブレーキ能力が失われます。 
ディスクは非油性の溶剤で清掃して ください。

警告
洗浄、 雨、 または結露はヘッ ド ランプレンズのく もり

を生じ させる事があります。
レンズ内の結露はランプを点灯すると短時間で消えます。
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長期間の保管 
車両を長期間使用しない場合、 保管する前に以下の作業を
実施するようお薦めします ：
車両を清掃します。
燃料タンクを空にします。
スパークプラグの穴からシリンダーの中に数滴のエンジン
オイルを注入し、 エンジンを手で数回転させてシリンダー
内壁に保護膜を形成させます。
サービススタンドで車両を支えます。
ケーブルを外し、 バッテリーを取り外します。 
1ヶ月以上車両を使用しなかった場合には、 バッテリーの点
検と充電、 交換を行う必要があります。
結露を防止し塗装を保護するため、 車体はカバーで覆いま
す。
車体カバーは Ducati パフォーマンスにて取り扱っていま
す。

重要注意事項 
国によっては ( フランス、 ド イツ、 イギリス、 スイス等 ) 排
気ガス、 騒音規制の基準を設けている場合があります。 
法に義務付けられた定期点検を行う他、 規制に適さない部
品がある場合は、 適合する Ducati オリジナルパーツと取替
えて下さい。
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メンテナンス

メンテナンスプログラム ： ディーラーで行う メンテナンス

メンテナンス項目 /作業内容
( ㎞ / マイル毎、 または経過時間 *)

Km. x1000 1 12 24 36 48 60

mi. x1000 0.6 7.5 15 22.5 30 37.5

月 6 12 24 36 48 60

エンジンオイル交換 • • • • • •
エンジンオイルフ ィルター交換 • • • • • •
エンジンオイルインテークフ ィルター清掃 •
エンジンオイル圧の点検 • •
バルブクリアランスの点検と調整 (1) • • • • •
タイ ミングベルトテンシ ョ ンの点検 (1) • • •
タイ ミングベルトの交換 • •
スパークプラグの点検と清掃 必要な場合は交換 • •
エアフ ィルターの点検と清掃 (1) • • •
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エアフ ィルターの交換 • •
スロッ トルボディの点検 ( 同調とアイ ド リング )(1) • • • • •
ブレーキ / クラ ッチフルードレベルの点検 • • • • • •
ブレーキ / クラ ッチフルードの交換 •
ブレーキ / クラ ッチコン ト ロールの点検、 調整 • • • • •
スロッ トルグリ ップおよびチ ョークレバーの点検および潤滑 • • • • •
タイヤ圧、 磨耗点検 • • • • • •
ブレーキパッ ドの交換 . 必要な場合は交換 • • • • • •
ステアリングヘッ ドベアリングの点検 • •
チェーン張力、 アライメン ト点検と潤滑 • • • • • •
クラ ッチプレートの点検 必要であれば交換 (1) • • • • •
クーラン ト レベルのチェ ッ ク • • • • •
クーラン トの交換 •
電動ファンおよびクーリング回路の機能点検 • • • • •
リアホイールの伸縮ジ ョ イン ト点検 • •
ホイールハブベアリングの点検 • •
ランプ類、 インジケーターの点検 • • • • •
エンジン～フレーム固定スクリュー、 ナッ ト締め付け点検 • • • • •
サイ ドスタンドの点検 • • • • •

メンテナンス項目 /作業内容
( ㎞ / マイル毎、 または経過時間 *)

Km. x1000 1 12 24 36 48 60

mi. x1000 0.6 7.5 15 22.5 30 37.5

月 6 12 24 36 48 60
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* 走行距離 (km) または経過月数のうち、 どちらか最初の期限に達した場合に作業を実施して下さい。

(1) 走行距離 (km の期限が来た際にメンテナンス作業を実施して下さい。

フロン トホイールのナッ ト締め付け点検 • • • • •
リアホイールのナッ ト締め付け点検 • • • • •
アウターフューエルホースの点検 • • • • •
フロン ト フォークオイルの交換 •
フロン ト フォーク / リアシ ョ ッ クアブソーバーオイル漏れ点検 • • • • •
フロン トスプロケッ ト固定具の点検 • • • • •
潤滑、 グリースの塗布全般 • • • • •
バッテリーの点検と充電 • • • • •
道路上の試運転 • • • • • •
車両の清掃 • • • • •

メンテナンス項目 /作業内容
( ㎞ / マイル毎、 または経過時間 *)

Km. x1000 1 12 24 36 48 60

mi. x1000 0.6 7.5 15 22.5 30 37.5

月 6 12 24 36 48 60
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メンテナンスプログラム ： お客様が行えるメンテナンス

* 走行距離 (km) または経過月数のうち、 どちらか最初の期限に達した場合に作業を実施して下さい。

メンテナンス項目 /作業内容 ( ㎞ / マイル毎、 もし くは経過時間 *)

Km. x1000 1

mi. x1000 0.6

月 6

エンジンオイルレベル点検 •
ブレーキ / クラ ッチフルードレベルの点検 •
タイヤ圧、 磨耗点検 •
チェーン張力の点検と潤滑 •
ブレーキパッ ドの交換 . 必要であれば、 ディーラーにて交換して下さい。 •
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テクニカルデータ

全体寸法 (mm) ( 図 91)

重量
走行時の燃料抜きの重量 : 
188 Kg

重量 ( 燃料およびバッテリー抜き )
169 Kg (Streetfighter)
167 Kg (Streetfighter S)
重量 ( 燃料込み ) ：
390 Kg

警告
重量制限を遵守しない場合、 操縦性と性能の低下を招

き、 車両のコン ト ロールを失う原因となります。
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図 91
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重要
燃料、 オイル等には添加剤を絶対に加えないで下さい。

燃料補給 タイプ

燃料タンク、 リザーブ 2dm( リ ッ トル ) を含む オクタン最低値 95 の無鉛ガソリン 17 リ ッ トル

潤滑システム回路 SHELL - Advance Ultra 4 3.7 リ ッ トル

フロン ト / リアブレーキシステム、 クラ ッチ 油圧システム用 SHELL - Advance Brake DOT 4 —

電極保護液 配線用スプレー SHELL - Advance Contact Cleaner —

Streetfighter 用フロン ト フォーク SHELL - Advance Fork 7.5 または Donax TA 439cc ( シャフ ト
ごと )

Streetfighter S 用フロン ト フォーク SHELL - Advance Fork 7.5 または Donax TA オイルレベル　
155mm
( シャフ トごと )

クーラン トシステム 不凍液 SHELL - Advance Coolant または Glycoshell 
35 ～ 40% + 水溶液

2.3 リ ッ トル
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エンジン
90 ゜ L 型、 2 気筒 4 ス ト ローク
ボア mm ：
104
ス ト ローク mm ：
64.7
総排気量、 cm3 ：
1099.24
コンプレッシ ョ ン比 ：
12.5 ± 0.5:1
クランクシャフ ト最大出力 (95/1/CE)、 kW/ 馬力 ：
114 kW/155 馬力 /9.500rpm
クランクシャフ ト トルク最大回転数、 (95/1/EC) ：
11.7 Nm / 114.6 Km/9,500rpm
最大回転数、 rpm:
10,700

重要
どんな状況でも許容最大回転数を越えた状態で走行し

てはいけません。

タイ ミ ングシステム
デスモドロ ミ ックシステム ： シリンダーごとに 4 本のバル
ブ、 8 本のロッカーアーム (4 オープニングロッカーアーム、
4 クロージングロッカーアーム ) クランクシャフ ト よりス
パーギアとベルトローラー / コグドベルトで駆動されるカ
ムシャフ トによって制御されます。

デスモドロ ミ ッ クタイ ミングシステム ( 図 92)

1) オープニング ( アッパー ) ロッカーアーム
2) オープニングロッカーシム
3) クロージング ( も し くはロア ) ロッ カーアームシム
4) ロッカーアームリ ターンスプリング
5) クロージング ( も し くはロア ) ロッ カーアーム
6) カムシャフ ト
7) バルブ

6

1

2

2 1

5

3

5

4

7

図 92
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性能データ
各ギアにおける最高速度への到達は適切な規定点検整備を
受けて、 適正な慣らし期間終了後に限ります。

重要
これは保証の必須条件で、 この条件が順守されなかっ

た結果としてのエンジンの損傷や寿命の短縮について、
Ducati モーターホールディ ング社はいかなる責任を負う も
のではありません。

スパークプラグ
メーカー ：
NGK
タイプ :
MAR10A-J

燃料供給
マレッ リ製間接式エレク ト ロニックインジェクシ ョ ンシス
テム
スロッ トルボディ直径 ：
63.9 mm
インジェクター ( 各シリンダー ) ： 1
インジェクター穴 ： 12
ガソ リン供給 ： 95-98 RON
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ブレーキ

フロン ト
穴付きセミ フローテ ィングダブルディスク
ブレーキシュー材質 ：
スチール製
ハウジング材質 ：
アルミニウム製
ディスク直径 ：
330 mm
右側ハンドルレバーによる油圧コン ト ロール
ブレーキキャリパーメーカー ：
BREMBO
タイプ :
34-4 ピス ト ン
M4-34
ブレーキパッ ド材質 ：
TT 2910 
ポンプタイプ ：
PR18/19

リアサスペンシ ョ ン
穴付き固定ディスク、 スチール製
ディスク直径 ：
245 mm
車体右側ペダルによる油圧コン ト ロール
メーカー ：
BREMBO
タイプ :
P34c ピス ト ン
ブレーキパッ ド材質 ：
FERIT　 I/D　 450FF
ポンプタイプ ：
PS 11 b

警告
ブレーキフルードは腐食性です。 誤って目や皮膚に付

いた場合は大量の流水で洗浄して下さい。
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ト ランスミ ッシ ョ ン
乾式クラッチ / 左側ハンドルバーレバーによる操作
エンジンとギアボックスメインシャフ ト間の駆動伝達
エンジンスプロケッ ト / クラ ッチスプロケッ ト比 ：
32/59
6 速コンスタン トギア、 車体左側ペダルによる操作
ギアスプロケッ ト / リアスプロケッ ト比 ：
15/38
変速比 ：
1速　37/15 
2 速　 30/17 
3 速　 28/20 
4 速　 26/22 
5 速　 24/23 
6 速　 23/24 

ト ランスミ ッシ ョ ンチェーン ：
メーカー ：
DID
タイプ : 
525 HV 2
サイズ ：
5/8"x5/16" 
リンク数 ：
101+1 オープンリンク

重要
上記のギア比は認可されたものですので、 いかなるこ

とがあっても変更してはいけません。 

この車両を競技用に仕様変更する場合には、 Ducati モー
ターホールディング社から特別なギア比に関する情報を提
供いたしますので、 オフ ィシャルディーラーまたは Ducati
サービスセンターにお問い合わせ下さい。

警告
リアスプロケッ トの交換作業は、 Ducati デ ィーラーま

たはサービスセンターにお問い合わせ下さい。 この部品の
誤った交換作業はライダーの安全に深刻な危険をもたらし、
車両に回復不能な損傷を与える原因となります。
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フレーム
ALS450 スチール製パイプ ト レーリスフレーム
ステアリングアングル ( 片側 ) ：
30°

ホイール
Y 型 10 スポーク軽合金リム (Streetfighter)
Y 型 5 スポーク軽合金リム (Streetfighter S)

フロン ト
サイズ ：
MT 3.50x17"

リアサスペンシ ョ ン
サイズ ：
MT 6.00x17"

ホイールはシャフ ト取り外し可

タイヤ

フロン ト
" チューブレス " ラジアルタイヤ
サイズ ：
120/70-ZR17

リアサスペンシ ョ ン
" チューブレス " ラジアルタイヤ
サイズ ：
190/55-ZR17 

サスペンシ ョ ン

フロン ト
ハイ ドロリ ッ ク倒立フォーク、 プリロード ( フォークイン
ナースプリング ) 及びリバウンド / コンプレッシ ョ ン調整
システム付き
スタンシ ョ ンチューブ直径 ：
TIO 加工 43 mm
フォークレッグ作動長 ：
127 mm (Streetfighter)
120 mm (Streetfighter S)

リアサスペンシ ョ ン
シ ョ ッ クアブソーバー上部のピボッ トポイン ト とフレーム
の間に、 ロッカーアームが配置されたプログレッシブタイ
プです。
シ ョ ッ クアブソーバーはスプリングプリロード及びリバウ
ンド / コンプレッシ ョ ンダンピングの調整が可能で、 アブ
ソーバー下部が基点となり、 ピボッ トポイン トは、 軽合金
スイングアームに接続されています。 スイングアームはフ
レーム、 エンジン用ピンの基点の回りを回転します。 

このシステムは車両に高い安定性をもたらします。
シ ョ ッ クアブソーバースト ローク ：
59.5 mm
ホイールト ラベル
127 mm
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エキゾース ト システム
軽量 “2-1-2” エキゾース ト システム、 触媒システム、 ラム
ダセンサー搭載。 2 本の inox ステンレススチール製サイ レ
ンサー。 

カ ラーバリ エーシ ョ ン

Streetfighter
Ducati アニバーサリーレ ッ ド、 部品番号 ： 473.101 (PPG)
ク リ アー、 部品番号 ： 228.880 (PPG)
レーシングブ ラ ッ ク カ ラーフ レーム、 グラ フ ァ イ ト グレー
リム

Ducati Streetfighter パールホワイ ト ( 部品番号 ：
L2909004)(LECLHER)
ク リ アー、 部品番号 ： 228.880 (PPG)
レーシングブ ラ ッ ク カ ラーフ レーム、 グラ フ ァ イ ト グレー
リム

Streetfighter S
Ducati アニバーサリーレ ッ ド、 部品番号 ： 473.101 (PPG)
ク リ アー、 部品番号 ： 228.880 (PPG)
ブロンズカ ラーフ レーム＆リム

ダイヤモン ド ブ ラ ッ ク
ク リ アー、 部品番号 ： 228.880 (PPG)
レーシングブ ラ ッ ク カ ラーフ レーム、 グラ フ ァ イ ト グレー
リム

エレ ク ト リ カルシステム
主要構成部品は以下の通り です ：
ヘ ッ ド ラ ンプ :
電球タ イプ ： 1 x H4 (12V-60/55W)
パーキングラ ンプ : LED(13.5V - 6.1 W)
ハン ドル上スイ ッ チ
ターン イ ンジケーター :
フ ロン ト ターン イ ンジケーター ： 電球タ イプ ： RY10W (12V-
10W) オレンジ色
リ ア ターン イ ンジケーター ： 電球タ イプ ： RY10W (12V-
10W) オレンジ色
警告ホーン
ス ト ッ プ ラ ンプスイ ッ チ
バッ テ リー、 12V-10Ah
ジ ェ ネレーター、 12V-360W
エレ ク ト ロニ ッ ク レギュ レーターは左側リ アサブ フ レーム
(12、 図 95) のコ ン タ ク ター上にある 30A のヒ ューズで保護
されています。
ス ターターモーター、 12V-0.7kW
テール / ス ト ッ プ ラ ンプ :
LED(13.5V-0.3/3.8W)
ナンバープレー ト ラ ンプ :
電球タ イプ ： C5W (12-5W)

参考
電球の交換については 92 ページの " ロー / ハイ ビー

ム電球の交換” を参照し て下さい。
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ヒューズ
電装系を保護するためにヒューズボックスには 9 つの
ヒューズが装備されています。 7 つのヒューズのみ接続され
ており、 あとの 2 つは予備です。 
用途およびアンペアを知るには表を参照して ください。

メインヒューズボックス (9、 図 93) はライダーシート (10、
図 94) 下部に配置されています。 フレームにライダーシート
を固定しているスクリュー (11、 図 94) をゆるめます。 内側
からゆっ く り引き、 持ち上げながら車両からライダーシー
ト (10、 図 94) を取り外します。 ヒューズの交換には、 各
ヒューズの配置と定格が表記された保護カバーを外して く
ださい。

ヒューズボックス凡例 ( 図 93)

配置 内容 アンペ

1 Key-on 10 A

2 フ ァン 7.5 A

3 ライ ト 15 A

4 ダッシュボード ( インストルメントパネル) 5 A

5 インジェクシ ョ ン 20 A

6 ECU(エンジンコント ロールユニット ) 5 A

7 スペア 20 A

8 スペア 15 A

11

10

図 94

1

7

8

9 2

4

3

6

5

図 93
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ヒューズ (12、 図 95) はエレク ト ロニックレギュレーターを
保護します。 

重要
ヒューズ (12、 図 95) に関しては、 Ducati デ ィーラー

またはサービスセンターにお問い合わせ下さい。

切れたヒューズは、 インナーフ ィ ラ メン トが溶断している
ことで確認できます (13、 図 96)。

重要
回路のシ ョート を防止するために、 ヒューズ交換の前

には、 イグニッシ ョ ンキーを OFF にして下さい。

警告
表示されている規定以外のヒューズは決して使用しな

いで下さい。 このルールを守らない場合には、 エレク ト リ
カルシステムに損傷を招き、 火災の原因となります。

13 13

図 96

正常 溶断

12
図 95
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インジェクシ ョ ン / エレク ト リカルシステム
配線図凡例

1) 右側スイッチ
2) キースイッチ
3) 左サイ ド ファン
4) 右サイ ド ファン
5) スターターモーター
6) スターターコンタクター
7) バッテリー
8) 調整ヒューズ
9) レギュレーター
10) ジェネレーター
11) 右リアターンインジケーター
12) テールライ ト
13) ナンバープレート ランプ
14) 左リアターンインジケーター
15) 燃料タンク
16) ステッパーモーター
17) インジェクシ ョ ンリレー
18) 自己診断機能
19) ホリゾンタルシリンダーコイル
20) バーチカルシリンダーコイル
21) ホリゾンタルシリンダースパークプラグ
22) バーチカルシリンダースパークプラグ
23) ホリゾンタルシリンダーインジェクタ－ 1
24) バーチカルシリンダーインジェクタ－ 1
25) スロッ トルポジシ ョ ンセンサー
26) エンジン回転 /作動センサー
27) クーラン ト温度センサー
28) リアスピードセンサー
29) サイ ドスタンド

30) 警告ホーン
31) ニュート ラルスイッチ
32) オイルプレッシャースイッチ
33) リアス ト ップスイッチ
34) ECU
35) ヒ ューズ
36) クラ ッチスイッチ
37) フロン トス ト ップスイッチ
38) 左側スイッチ
39) ト ランスポンダーアンテナ
40) 気温センサー
41) ターゲッ ト
42) インス トルメン トパネル
43) ランプリレー
44) 左フロン ト ターンインジケーター
45) ヘッ ド ランプ
46) 右前部パーキングランプ
47) 右フロン ト ターンインジケーター
48) EX-UP モーター
49) フ ァンリレー
50) 左前部パーキングランプ
51) データ取得
52) ラムダセンサー 1
53) ホリゾンタルシリンダーインジェクタ－ 2
54) バーチカルシリンダーインジェクタ－ 2
55) ラムダセンサー 2
56) イグニッシ ョ ンリレー
57) DTC
58) フロン トスピードセンサー
116



P
J

配線カラー表
B 青
W 白
V 紫
BK 黒
Y 黄
R 赤
LB ライ ト ブルー
GR グレー
G 緑
BN 茶
O オレンジ
P ピンク

参考
配線図はマニュアルの最後尾にあります。
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定期点検メモ

KM DUCATI サービスセンター名 走行距離 実施日

1000

12000

24000

36000

48000

60000
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